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はじめに

県東北部における技術支援拠点として東北部工業技術センターが発足してから4年が経過し,より広

範囲な地域企業-の支援体制も徐々に整ってまいりました｡さらに,平成1 2年度からはグループ制の

導入を行って長浜の技術支援拠点を繊維･有機環境材料担当に,彦根の技術支援拠点を機械電子･金属

材料担当に改め,得意分野を明確にしながら,より質の高い技術支援業務を目指しています｡

近年は製品の差別化･多様化や生活習慣の成熟化などにより,消費ニーズは高度化･細分化されてき

ており,機動性と柔軟性を備えた企業活動が求められております｡こうした状況下では,それぞれの企

業が連続的な技術変化に迅速に対応し,継続的に新たな製品や技術を提案していくという,積極的な取

り組みが極めて重要となってきております｡

そのため,既存企業の技術開発力の向上や中小･ベンチャー企業の新規事業-の取り組み等を効果的

に技術支援していくことが,産業政策上の重要な課題であります｡当センターでは試験や相軟業務をは

じめ研究開発や技術交流等の事業をとおして,このような地域企業の技術的な課題に迅速･的確にお応

えできるよう努めておりますo

本報告は,平成1 2年度に行った事業について収録したものですo

当センターの事業内容についてご高覧を賜り,関係各位が地域産業の技術力向上のためご活用くださ

るようお願い申し上げますo

平成13年(2001年) 6月

滋賀県東北部工業技術センター

所　長　　大　音　　量
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司, 1　所在地

滋賀県東北部工業技術センター

繊維･有機環境材料担当-滋賀県長浜市三ツ矢元町27-39　　〒526~0024　TEL O749~62~1492
FAX 0749-62-1450

機械電子･金属材料担当--滋賀県彦根市岡町52　　　　　　　〒522~0037　TEL O749~22~2325

FAX 0749-26-1779

能登川支所-------滋賀県神崎郡能登川町神郷1076-1　〒521-1213　TEL 0748-42~0017

FAX 0748-42-6983

高島支所---- ----滋賀県高島郡新旭町新庄487-1　　〒520~1522　TEL O740~25~2143

TEL 0740-25-3799

1. 2　沿　　革

平成　9年4月　滋賀県繊維工業指導所,滋賀県立機械金属工業指導所を統合し,滋賀県東北部工業
技術センターとして発足｡

平成1 0年4月　旧指導係および研究開発係を廃止し,技術第一科に繊維･デザイン係および有機環
境材料係を,技術第二科に機械電子係および金属材料係を設置｡

平成1 2年4月　グループ制を導入し,技術第一科を繊維･有機環境材料担当,技術第二科を機械電
子･金属材料担当とする｡

滋賀県繊維工業指導所

明治4 4年4月　滋賀県立長浜,能登川工業試験場をそれぞれ設立｡
大正　4年4月　長浜,能登川両場を合併し,滋賀県工業試験場とし,能登川に本場を置き長浜を分

場とする｡
大正　8年4月　滋賀県能登川,長浜工業試験場の二場とする｡
昭和1 1年4月　能登川工業試験場高島分場を設置｡
昭和1 6年4月　能登川工業試験場を滋賀県染織共同加工指導所と改札　高島分場廃止｡
昭和1 8年10月　長浜工業試験場を滋賀県工業試験場と改称,染織共同加工指導所内に併設｡
昭和1 9年3月　染織共同加工指導所を廃止｡
昭和2 1年4月　滋賀県立長浜,能登川両工業試験場をそれぞれ設立｡
昭和2 7年4月　能登川工業試験場と長浜工業試験場とを合併し,滋賀県立繊維工業試験場を設置｡
昭和3 0年9月　滋賀県立能登川,長浜織雑工業試験場の二場とする｡
昭和3 2年4月　長浜,能登川両試験場を廃止し,滋賀県繊維工業指導所を設置｡

長浜に本所を,能登川と高島にそれぞれ支所を置く｡
昭和36年3月　高島支所新築｡
昭和4 0年4月　能登川支所に繊維開放試験室併設D
昭和4 2年3月　高島支所移転新築｡繊維開放試験室併設｡
昭和4 3年9月　能登川支所図案室増築｡
昭和4 7年3月　長浜本所庁舎新築および所長職員公舎改築｡
昭和4 8年3月　長浜本所に繊維および染色仕上加工実験棟新築｡
昭和5 5年3月　本所に繊維開放試験室新築｡
昭和5 8年3月　能登川支所移転新築,デザイン開放試験室併設｡
昭和5 9年5月　高島支所増改築,計測管理開放試験室併設｡

○滋賀県立機械金属工業指導所

昭和2 1年4月　長浜市に県立長浜工業試験場を設置,機軌繊維の2部制とする｡
昭和2 7年4月　工業試験場を機械部門と繊維部門に分割し,機械部は滋賀県立機械金属工業指導所

と称す｡
本指導所の整備計画ならびに彦根市に移築を決定
庁舎竣工新庁舎にて業務を開始(現別館)
実験研究棟を増築
同上2階実験研究室を増築
本館　竣工
バルブ性能試験装置を設置
滋賀バルブ協同組合が庁舎に移転
高性能バルブ開発実験棟を増築
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昭和34年4月
昭和3 5年10月

昭和38年3月
昭和43年1月
昭和4 9年10月

昭和6 2年12月
昭和63年4月
平成　2年3月



1. 3　規　模

○繊維･有機環境材料担当
･本館(鉄筋コンクリート造2階建)

･公舎･宿舎(プレ-ブ造2階建) 2戸

･実験棟(鉄筋コンクリート造平屋建)
･繊維開放試験室(鉄骨ブロック造平屋建)
･ボイラー室(鉄筋コンクリート造平屋建)
･その他付属建物
･敷地

○機械電子･金属材料担当
･本館(鉄筋コンクリート三階建)

･実験棟1(鉄筋コンクリート補強ブロック平屋建)

･実験棟2(鉄筋コンクリート補強ブロック一部二階建)
･その他

･敷地

○能登川支所
･本館(鉄筋コンクリート造平屋建)

･その他付属建物
･敷地

○高島支所
･本館(鉄筋コンクリート造2階建)

･職員宿舎1戸
･繊維開放試験室(鉄骨ブロック造平屋建)
･その他付属建物
･敷地

1. 4　組織および業務分担

繊維･有機環境材料担当

グループリーダー　参事

機械電子･金属材料担当

グループリーダー　参事

能　登　川　支　所

高　　島　　支　　所

693. 50

103.26

872. 04

319, 70

38. 55

216.06

4.613.53

I.m.1m..E;'ml.m､.mr.m

1,017.96 m2

562.53　nf

670.96　m2

182.57　m2

3,400.69　m2

360.70　m2

38,40　m2

1,536.47 m2

303.00　m2

42.56　m2

193.78　m2

28.20　m2

i,150.13 m2

･一般庶務

･運営管理および企画調整

･繊維関連技術およびデサルの試験研究,技術指導,人材育成,繊維関

係機関および諸団体の技術支援

･有機環境材料関連技術の技術指導および情報の提供,研究開発,槻器

分析,人材育成

･電子.制御技術および機械･計測技術に関する試験研究,技術指導.

人材育成

･機械金属技術に関する試験研究および技術指導,無機材料の分析評価,

機械金属関係機関および諸団体の技術支援

･繊維技術に関する試験研究.技術指導.テサ■ィンに係る調査研究･創作

および指導,繊維関係機関および諸団体の技術支壊

･繊維技術に関する試験研究.技術指導,繊維関係機関および諸団体の

技術支援

1. 5　職員構成

所　長(兼･新産業振興課)

次　長

○繊維･有機環境材料担当

(グループリーダー)

参事(兼･新産業振興課)

専門員

副　主幹

主任主査

主　　査

(兼消費生活センター)

(繊　維)

(事　務)

(化　学)

(化　学)

主任技師(繊維)

主　　事

技　　師(化学)

技　　師

(兼) (本･高島支所主査)

(兼) (本･能登川支所主任技師)

○機械電子･金属材料担当

(グループリーダー)

参事(兼･新産業振興課)

主任専門員(兼･消費生活センター) (金　属)

専門員

主任主査

主任主査

主　　査

主　　査

○能登川支所

支所長

主　　査

(機　械)

(機　械)

(化　学)

(電　気)

(窯　業)

主任技師(金属)

技　　師(機械)

(繊　維)

(繊　維)

(兼･工業技術総合センター)　主任技師(デサ÷ィン)

○高島支所

支所長

専門員

主　　査

大　音　　　最

川　村　芳　治

寿夫子　1　1　肇夫之子宏理善貞敏栄音　　数博幸泰麻取川倉川須宅石坂　　村谷鹿中小宮那三大脇岡谷小

口内　口　藤部井澄　　西村西樋佐阿樫川所大 明　義

虞　志

英　司

異知夫

弘　幸

淳
一敏宏

義和理思量麻村下谷木　山　中

行　己宏泰克泰永　田村福吉　谷
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ガスクロマトグラフ質量分析装置 恒温恒湿器 多色回転ポット染色機 微少赤外分析装置 織物摩擦係数測定試験機 万能抗張力試験機 湿式紡糸機 デジタルマイクロスコープ �ｩ8y,9�ｸﾞﾈ�t4ﾕ2ﾕ��S�S���5�6�484x5�7�6(4閂･�"ﾓ4ｵ��-(鯖�Xｴ�ﾔ鮎hxｨ8�7ｨ��7ﾘ5�5��ｴﾄВ�xｩ8y,9�ｸﾞﾈ�eHuE"ﾓ�3���4ｨ6rﾘ6X6(4閂､ｴU2ﾔd#B�48985�6x8ﾘ985x887�946�ﾄﾇFCSSc��8h6ｨ6�4ｩ�ﾙOXｵｨ��xｩ�ｲ�xｨ4ﾈ�ｸ4x985�ふc#���10 9 9 9 8 8 8 8 悼gｹ7�駟Nｨ檠u8��(h抦ｮ仂i*�+｢�(h抦ｮ仂i*���劔絹用自動織機 �,9694�ｧ�ｸﾅ驅ﾉ�CI)ｨ-�*�+8ｽ�cV6ﾒ�47 �hﾜ�ｼi*�(｢�

(2)機械電子.金属材料担当 

A 三-/_ ++ + ､′ ∴ 墓 蘇 党.. 好 剳i名規格.型式 

CAD/CAM/CAE研修システム日本ユニシス㈱CADCEuS電ユ2叫と美禰衷 

紫外可視分光光度計 �ｩ8y,9�ｸﾞﾈ�Vﾄﾆﾃc���2�7 劔剋ｩ記分光光度計 �ｩ8y,9�ｸﾞﾈ�Ubﾓ3�S��"��5(揵�iOﾉD飲R�

三次元シボ解析システム �ｨ7ﾘ684�7ﾘ�ｸ4ﾈ8X8ｨ�ｴｨﾅ��7 �(h抦ｮ��iL��劔円運動精度試験器 �8ﾈ6ｨ5h8x�ｹWﾅ�2ﾓ���"�豚揵�hﾝ�*��r�

動的接触角測定装置 �8�)i��ｴD4�ﾓ3#(ﾅ��7 �(h抦ｮ��*�L��劔大容量画像検査処理装置 �7H8ﾘ986X4#t�2ﾕ�T盃�u"ﾓcDﾔB�12 从ｨｮ仂h�ｴ��

中小企業技術支援情報ネットワークシステム �6ﾈ6(6x8��ｸ4��ｩ��5H�ｸ6��ｲﾈｵｨ���ｩ&ｹ%ｹib�7 �(iJ案�*�^(��(h抦ｮ仂i*�����剞ﾔ外線ccDカメラ 倅��6Hｴ�xｨuE"ﾕS3��ﾖﾂ�12 仄舒仂h�ｭ��

RES-F王∋システム用データ処理装置 �4ｨ6rﾘ6X6(4閂｢�6 剪�剔ｽ機能X線回折装置㈱リガクRIm22OOV/PC12ヨ舶転章雄会軸 

引張.せん断試験機 �4ｨ6rﾘ6X6(4閂､ｴU2ﾔd#��5 劔剩�ｬ硬さ試験機 �ｨ4�4ｨ5d�ﾓ�3r�ll �)x抦ｮ仂i*�ｪ��

ハンデ-圧縮試験機 �4ｨ6x�ｸ6�684閂､ｴU2ﾔsR�5 俯(ｮ仂i*���劔静ひずみ測定装置㈱共和電業UCAM-70A-Sl 冤l 没ﾂ糲6y�hﾊi-ｲ�

全自動平面テストプレス機 儻9?�嶌ﾔ�､$4s2ﾔﾔd"ﾔR�5 �(h揵�8�*�+｢�(h抦ｮ��*�^(��(h抦ｮ估�*�^(��劔精密万能材料試験機 亳I8y,9�ｸﾞﾈ�4�2�4���8�7D�rﾓ#S�ｴ舩ﾖﾂ�ll≡志賀転草餅会勧 

熱分析装置 凉ﾘｧy6Hｴ�x･D�2ﾓ#��5h5�6X8��4 劔剪ｴ低温恒温恒湿器タバイエスペック㈱PSL-4KPH改造型日 剽H揵�hﾝ�4Ymﾂ�

紫外線オートフェードメータ �5�4ｸ韋ﾋ�ｴ�x､d�ﾂﾔ�R�4 剪�剄ｈｳポンプマルヤマエクセル㈱MW3501×7.5KW改嘩型11叫生業硝読 

レ-ザ外径測定器 �4ﾈ�ｸ4x985�､ﾅ2ﾓ3�3B�3 劔剞U動測定装置 比T8蓼毎x｣敗3��%5vﾆﾂ���

純曲げ試験機 �4ｨ6rﾘ6X6(4閂､ｴU2ﾔd#"�3 劔剳咩d加工機 �7h8�5Rﾘﾔ鮎hxｦﾆﾅ2ﾓ3����Jｹ�i�iIR�

ダイレクトジャカード 俚)���Y�Hﾔ杏ﾈx｢�3 劔刄Gネルギー分散形蛍光X線元素分析装置 �?ｩgｹ6H��x､･5ふ3##����仄�,iOﾉD畏R�

ワインダー ���,9�ｸﾞﾈ�55��3 劔僂AE解析システム �5H486��ｸ6ﾈ6(6x5h5�6X8�x､��5�2ﾄ2ﾔﾔ�Fﾄ��舒ﾈ朱yX鋹Eｸ檠IR�

一工程撚糸機 倩鞐ﾈｴ��7��3 劔剏ｴ子間力顕微鏡セイコーインスツルメント一掬SP卜3800N10湘転報賠鮎 

張力測定装置 �?ｩgｹ6Hｴ8蓼毎x｣dt���3 ��ﾈｮ仂i*�L��劔lCP分析装置データ処理装置 俥Y8y,9�ｸﾞﾈ�$Rﾓ�Bﾅ�uHｷﾃ��9 鐙蓼ｺﾘ�ｶ�ﾊｹ�H涬�

一章 !蔓蔓 Et藷 毒 義 射 一章 萱､妻 号十 葉葦こ 劍6X8�5��ｸ98齷:��ﾉ�Xｴ��寺川エンジニアリングTET-D500 �2�劔�8�4ｨ6ｨ4ｨ8ｸ4�8ﾘ48984��Y'R�㈲伊藤製作所Lト4舶 湯� 自動管巻機池口式C3デユアリげ方式6錘2 -4- 劔劔自動研磨装置ワ-ツ/ビユ-ラ杜7二二.}ケ川00[12インチ2綿9 -5- 



げ 汚 妄奄 謹 呈凝 琵 塞 l★ -i> 塞 1耳 i i I ! 壬 i. 塞 t警 I 7 剳i名 刹K格ー型式 ��ﾙ'Y_��備考 崩ﾄﾂ�6ｩ���ﾒｲｲ�ｫ��蕀���ｲ�ﾓ���ﾘ�"������'謦�YUｲ����"��z��ﾇﾈ7��ｲ�ﾓｨ4����ﾄR�闖｢�蓼*｢�｣����U��+r�而縒ﾒﾖ��ﾖｧ"�6�rﾘ+2�ｸ�｢��ほl��ｦrﾒ��ﾃ2���92��D���

-:二~藩 ■~藩 儼冖ﾂ�規格.型式 ���'YD�7��備考 ��

高速試料切断機 �8ygｹ58ﾔ�･4ﾔ縱�42�堀(i 9 9 9 9 8 8 8 8 7 7 7 6 6 6 6 6 6 5 5 5 5 5 4 4 3 3 �(iI�OﾉD飲R�刄�-プ検力計 ����S�腑��TﾄB�約60 �(h抦ﾊhｽ)IR�

超小型軽量CCD顕微鏡 �ｨ8(8ｨ6X6(4�5��H�ｴ�44�tS��ﾇR�劔浸演乾湿複合サイクル試験機 �5�4ｸ韋ﾋ�ｴ�Ex耳�"蔦2�60 

制御系設計支援システム 彦�ﾖ�F�v�&ｶ�uF�2蕚�Dﾄ�"�4ﾆ�&ﾅTﾄ比ｲ�劔全自動分極測定装置 冉ｹ6ﾉ6Hﾔ�覆ﾓ���60 �*ﾈｮ仂i*�L��

表面粗さ測定器 �ｨ抦ﾞ(ﾊHｸh�4S3S���劔検力器負荷式応力腐食試験機 �8ﾈｹ鞅Hｴ�6h8ｲﾓx8ｨ984蹐�ﾅ��60 ��ﾈｮ仂iw�f｢�

画像伝送装置 �4�8�8ｨ4�99y4･ふC���I�ﾂ��(h抦ｮ仂i*�-ｲ�剽笏M衝撃試験機 �5�6�484x5�7�6(4薤6ﾈ6sc8ﾅ��59 �(h抦ｮ仂iw���

CNC三次元測定機 �ｨ7�686x8�'&没⑤%%C����添gｸ齷5ﾘｮﾉNｨﾖ9-ｲ�(h抦ｮ仂i*�e��剴|立型金属顕微鏡 �ｨ6ｨ5(94U�E���6uDﾔR�59 ���嚢ﾄ�*�tﾒ�

顕微鏡ビデオファイリングシステム �ｨ6ｨ5(984x7�+�7H4�6uDﾔS#���劔顕微鏡試料作成装置一式 オシロスコープ �7(8X�ｸ8��ｸ���ｶY�Y6H��ﾔ鮎hxｦ6�2ﾓS�c��59 58 从ｦﾇD仂iy8ﾘR�

3成分切削力計測機器 デジタルトルクレンチテスタ �4ﾈ5�8��ｸx｣��#��xｩ��?ｩ�ｸﾞﾈ�3c��D�R�劔微小硬度計 �ｩk����ｸﾞﾈ�ﾕdｲrﾔX5h5�6X8��58 儉y5ｨ鋹Nｩ_9�B�

中小企業技術支援情報ネットワークシステム �6ﾈ6(6x8��ｸ4�5H�ｸ6��ｲﾈｵｨ���ｩ&ｹ%ｹib�劔小型超低温恒温器 �5�6�484x5�7�6(4閂､ﾔ2ﾓs�ﾅ��58 �?ｨｶy��ﾙ���I9ﾂ�

放電プラズマ焼結機 偖ｩti��%俎ｨｼhx･5�2ﾓ��3���?ｩgｸ隧.����檠o��儿線マイクロアナライザー �ｩ8y,9�ｸﾞﾈ�U�ﾒﾓ���8b�58 侈h鑛�)�)�9-ｲ�

オートグラフ用油圧定位置くさび式つかみ具 乂�,5rﾓ##Tﾂﾓ3唐��"�劔高周波プラズマ分析装置 宙�98y,9�ｸﾞﾈ�uF7�ﾄﾃ����ﾅ��57 �8,ﾘ鰭�Nｨ檠IR�

流動層オーステンパ熱処理システム �8ﾈ8ﾈ4x985x6ｨ4�8ｨ984�､�2ﾓ�C#���8曳ｹ��ﾉG(檠tﾒ�?ｩ�靺Y^9v�檠'��剴d動ピッカース硬度計 �ｩk����ｸﾞﾈ��dｸ自Jｨﾅ��5(; �-��ｸｯ��ｻｹ�8鐫�

CAE解析システムⅩ端末 �?ｩgｹ6H蝌ｴ�x､vﾆ�&�ﾅ���劔ブリネル硬さ試験機 �ｩ8y,9�ｸﾞﾈ�ﾜY�X捶�2����ｶr�56 僣���9v�檠~��

流体解析CAEシステムソフト 播ﾅTT薊��dﾅTT薤fW"紕�#R�劔かじり摩擦試験機 �ｨｹ�78韋ﾞﾈﾊHｸh��55 �(iI��*�4r�

CAE解析システム �?ｩgｸ5H987ﾘ484�8ﾘ5h5�6X8�x･5��$3#�8(6h8ｳS��劔ピンホール探知器 �ｨ5H985(4Y6H��E$2ﾓ#���55 �(h�ﾉg)Oﾉ*�IR�

めつき厚さ測定器 �ｩ(h匯�ｸﾞﾈ�Dへﾆ���劔ジェットエロ-ジョン試験機 �ｨ�(ﾞ��泳xｴ��ｴ･dRﾓ�"�55 凅ｨｮ仂i*�tﾒ�(h抦ｮ仂i*�~��

ロジックアナライザー 舒(ﾞ�,ｩ�ﾘｴ�x･4ﾃC�#"�劔シャルピー衝撃試験機 �ｩ8y,9�ｸﾞﾈ�3�ｶr�示ﾒ�53 

炭素硫黄同時定量装置 汎T4��52ﾓCCB�劔PHメーター �8ﾈ懐6IFt�ﾓ#�や�53 

バルブ流体解析グリッドジェネレータシステム 兔Hﾙ�5(986x8ﾘ�ｸ8ｸ6h�ｸ5竟�uD4Tﾒ�4dB�冏(齷5ﾙ^8ﾊx檍ﾍ��剋ｩ動平衡型温度記録計 ��ynﾉ�ｸﾞﾈ�Tｳ���ﾓ�b�53 

省人省力化CAMシステム �?ｩgｸ4�8ｨ7�6(6X4(xｨ4鳴��ｨ686X4$ﾔ3c�����韭�5ﾘ鋹Nｨ檠IR�剪闢d位電解分析装置 冩igｹ�ｸﾞﾈ��e2ﾓCI����47 冦ｩ�韋仍ﾙ���R�

シリアルデータスコープ 舒(ﾞ�,ｩ�ﾘｴ�x･4ﾂﾓCs�����?ｩ�阨h�<Y��檠9ﾂ�刄Gレマ電気炉 �8ﾈ､8ｻｸⅶ4Rﾓ#��47 �?ｩgｸ齷5ﾙ^8ｻｸ檠tﾒ�

制御ソフト開発ツール �ｨ5X6(4�5Фe�3ラ�ﾂ���飆Y5ﾙ^8ﾊx檠IR�?ｩ�5ﾙ^8ｻｹ�8鐫�剴∫ﾃ万能試験機 �ｩ8y,9�ｸﾞﾈ�6H��ｬx�$Tふ���ﾅ��46 乃(抦ｮ仂i*�IR�

バルブ流体解析アニメーションシステム �5(7�8ｸ5(5h5�6X8�x､huDTﾄBﾘu�DUufW"�2ﾃ"�劔オートコリメーター �ｨ6ｨ5(93dHﾅ穩�46 倚�5ｨｹﾙN陞�R�

摩擦摩耗試験機 �ｨ4�8ｨ4x986X6(4腟dﾒﾘubﾔT��劔デジマイクロ �4�8ｨ987�5Дﾓ#S8ﾋ�Oxｻ�5Dﾒ�45 ��槌ｪI�hｼi*�IR�

強度解析システム 乃ﾕ$8��鑾E4�uR�劔カット.オフ(帯鋸盤) �4�7ﾘ5�5&ifﾓ3��2�45 �?ｩ����5ﾘ鋹���R�

アナライジングレコーダ ��憖6Hｴ8x､�#3#��ﾅ��冤一�5ﾘｮﾉ¥(檠IR�刄vロジェクションオプチメーター �4ｨ�ｸ8ｸ684�485�484x6倆�ﾔ�#��#��44 �?ｩgｸ�9|ｩy�皦�"�

真円度円筒形状測定器 �ｨ抦ﾞ)�ｸﾞﾈ�T2ﾓ3�t"�3 3 侈h齷5ﾘ鋹G(檠IR�剿恃¥フライス盤 旋盤 万能顕微測定器 �?ｩzy�斡�ﾕ8ﾅ薐�43 刎�ｮ��i-��

平面研削盤 �ｩ+y�958ﾔ引･4t2ﾓ店ﾅ���?ｩgｸ齷5ﾙ_�ｻｸ檠IR�劔�Xﾞ8ﾔ萎ﾈ�3c��"ﾕ闇��42 侈h齷5ﾘ鋹y�檠�r�

CNC旋盤 �ｨ4��ｸ4�7ﾔﾄ##T8ﾅ��3 �8曳ｸ齷5ﾘ棈ｭ雕ｹ-ｲ�?ｩgｸ鑄鋹��檠-ｲ�劍蓼鯖�斡�ﾔﾄC�����39 �)gｸ��5ﾘ鋹Nｨ檠IR�

電磁式膜厚計 ビデオカメラ 精密万能投影機 純水製造装置 �5H985(4Y6H��4ﾂﾓ�#�2�鉙岔6Hｮﾔ蘆ﾔﾓ����xｨ6ｨ5(95bﾓ�$��8y,9yﾘ嶌ｮﾘ､(x･5t�2ﾓS���2 2 2 り 一一 2 2 ワ フt: 劔ブロックゲージ �,8�5�Et�ｸ��39 添gｴTTRﾘ��v�檠IR�

(3)能登川支所 

藍 ,% _要 路 i 1簿 喜.三堅 持 ､食 ,守;若 ;+ -終 -.蘇 三fp, 1717-T ･.⊥ 訪,>' a-. i+ 呈:-:1: -++ 劍6x7H7H6x6�8B�6簫�v��h襌�hﾇb��Y(h7ﾘ484�8ﾘ7ｨ92��Y:��ｸ尨���ﾙ�Y'R�㈱ダルトンDP-5 電気化学計器㈱DOL-40 B&K社8103 ㈱小野測器CF-360 劔儼冖ﾈｴｸｦ定ﾅ韭籌ﾉOXﾖﾂ�

テキスタイルデザイン作成システム㈱トヨシマヒ丁ネスシステム4D-box摘12 

摩耗テスター �?ｩgｸ5(986x8�4�5��ｸx､��ﾓ3���元 妬gｸ齷5ﾘ鋹Nｨ檠IR�ﾙgｸ�9|ｩNｨ檠-ｲ�剞ﾚ触酸化試験装置㈱宮本製作所製coTト310神路禰 

ゴム硬度計 �ｩ8y,9�ｸﾞﾈ�#��ﾅ��昭和63 劔保存データライブラリーシステムサドラースヘTクトルTl一夕へ､■-ス �8 

ロックウェル硬度計 冖����ｸﾞﾈ���ﾔ�B�63 劔先染織物出力用プリントシステムキヤノン(棉 �7 ��

バルブ性能試験装置(実流量) �?ｩgｸ怦ｧxﾔ鮎hx｢�62 劔低荷重用伸張測定装置NEC三栄㈱ �6÷沌芸絹蔀 

NC自動プログラミング装置 �5�5DTﾕ�ﾔ�Tﾄr�61 �)x揵�i�ﾉIR�刄~クロトーム盟和商事(掬HM-360 �6打撲庁粘 

横型マシニングセンタ 売3C��ﾓC��61 俐��ｨｼi*�-ｲ�儿-ray用繊維測定装置㈱理学報6打抜禰釣 

電子天秤 �6�8x4X6�8�985�､･�ﾓ�c��61 劔顕徴フーリエ変換赤外分光光度計 �?ｩgｹZｨﾏXx､eBﾘuE#Y��xﾇﾉD囲ｲ�

光学式変位測定器 �8ｨ�ｸ6�6Hｴ���ﾓ������ﾓ�����61 劔Ⅹ線マイク咋ナラ什-付走査電子顕微鏡日本電子㈱JSMT5400LV5掴郡酌 

電気マツフル炉ヤマト科学FM-3660 -6- 劔刄Vステム顕微鏡装置㈱ニコンX2F-UBD5 -7- 



辛 ∃;.;､ 】+ 書き妻品名規格.型式軒括考l 傀��1才が' _,諒二 賢.:､.~1.7設備使用料および試験手数料 

号ざま色彩測色システム色彩色差計CR-2004 ��ﾃﾕ��r�(1)設備使用料(単位二円) 

萱.等繊度測定機旭光精工㈱サーチDC-11A4 ∃≧二喜テキスタイルデザインシステム三菱エンジニアリングMR-450N2里美禰 �1-拝密測定機器ロ存.口肩丁 

一三カラーインクジェットプリンタ三洋電機㈱CJ5700A7t讃.- 万能抗張力試験機㈱島津製作所AGS-500B元:讃 凵ﾟ.011農警霊芝芸t;j蓋装置Jl計岩垂彦RO3恒温恒-官用長 

ぎ=萱耐光試験機スガ試験機㈱FAL-5カ-,rl"-鳩光軸63澄 兩.,D冒.2蓋≡志書芸至芸定機搾十三2,3慧RO4-化-装置芸,FpW喜oo能 書喜.ol霊芝慧状測定器｢封39;書芸EOl冷熱-教職】芸fpl487300彦 

量 ∃警 奮蔓= -_茎を 1ii ..~葦轟 き凄さ if,. ･蓬二t 劍齷:靄��ｴ�2ﾔ曝ﾅ韋�+s#V6ﾓSSｩY��齪ｴﾉZｨﾏXﾏY7杏i?ｩzy�ｸﾞﾈ�x｣3C�ﾅ經(�#｢ﾂﾒ�

凄 A:3tia (4)高島支所'ぷ 生棚芸テム名㈱ニコン≡リ7≡E.600型sM≡_4配汗惑 糸むら試験機ツエルベ-ガ-ウスター㈱3型9 �?�ﾜ��*�����自Jﾒ�罫�ｧ｢�����b�ﾔｦ�.��恵ﾆ��呈墜��ﾙ����ﾒ��E��ﾘ�2��鍔Dﾂﾂ�x+2粤｢�/�B�'X*ｲ�ｲ�-H6ﾒﾃ��Bﾘv���sｧG��ﾊｸ爾ﾃｲ�ZH+8蓼爾�顏��ﾕ����B�ﾓs�Bﾒ��5�����/����ｶ�璽ﾒﾔ��¥�､ﾈ����/�ﾘ���蓼自Tb��"�X6ﾘ���D3'恒き厚さ測定器ErE]F360彦EOL,-鼠恒-見栄莞:p7喜≡S)彦 三一琵試甥置…;0.話芸…≡≡≡≡≡≡機.111董≡i乾 

E-AO2万能試験機ElOOOkN同Ii,140彦 

リング撚糸機共立機械M-3032錘9 僊107○榊硬さ試験機同,620彦6.工作牡器 

一本糊付け機KHS型4sp9 凵�11p州ニル硬度計同620彦CO2カットオフ11時間570L彦 

全自動サンプル整経機NASス-パ-130S-20009=′睦美絹読 勍A12ヒl+Jh-欄度計同620彦CO3旋盤E同720Z彦 

自動単糸強伸度試験機ツエルベガ-ウスター㈱テン乃ヒeソド38-､=モー3 僊13恒灯.Jh-ス硬度計同620彦CO4CNC旋盤E同3,l可彦 

透湿試験装置㈱大栄科学精器製作所DH-407､ll_澄_ 僊15塵微小硬度計同630彦CO5万能フライス盤同6205彦 

コールタ-.カウンター装置コールタ-.エレクトロニクス社5糾生新舶 僊14恒7硬度計同570彦CO6横型マンニングセンタ同3,諭1~｢訂. 

試験用洗濯磯(ワッシャ一法)㈱大栄科学精器製作所WS-iE5和室折約二一塁 僊20巨ム硬度計同310彦CO7平面研削盤同2両｢ 

織物通気度試験機(フラジール型)㈱大栄科学精器製作所AP-3605糾娼絹気~駕 加圧ろ過試験機㈱官本製作所FPT-W205軸娼庁撒ぷ 僊30卜卿験機上同360彦C20ワイヤ放電加工機若手6656.OL彦 

糸ねじり,交差トルク試験機カト-テック㈱KES-lW-14貞~ 勍､二3,観察機器C10卜電気炉.1時酎霜T盲~ 

万能抗張力試験機㈱島津製作所AG-10TD4年至芸絹宗L.i_ 勍~pol走査型電子顕微鏡l1時間12,340長能 

全自動糸番手測定装置敷島紡績㈱AUTBAL自動管糸交換装置付4 �-i-PO2ミクロトム同い70能7-化学分析境器 

全自動検撚機敷島紡績㈱TC-50自動管糸交換装置付3 勍po3マイクロスコづシステム同い60長SO1卜Ⅹ線マイクロアナライザ1時間4,280卜長能 

透過性試験機カト-テック㈱KESF-8WA3--遠 冪o4生物顕微鏡同l300長能高SO2顕微7-'JI変換赤外分光光度計同i,120庚能 

ドピー電子制御装置山田式EDC-28002も 凭~-po5実体顕微鏡同1250長能高SO4紫外可視分光光度計同25汗長 

織物引張試験機㈱大栄科学精器製作所KG-3007l= 剴�.po6顕微鏡画像記録装置同い10長能高SO6熱分析装置同760檀 

新商品開発システム機器pc9801/RA217T;;惑 コンビネーション意匠撚糸機共立機械FT-20型4錘酌63 刄~zp.017l悪筆志喜荒2007州型)L12,喜4500長彦SO7ウオ-/{ス票.fg.olE長能高 

走査電子顕微鏡明石ヒ～-ムテクノロシ1--㈱ABTSX-40A63 冱o8オ-トクL,-プ摘間26O怪 

多色広巾織機仙VEDX-351手相芙報う, �4-物理量測定機器SO9電気泳動装置間l350卜長 

撚りセット機真空式ボイラーキ†スタ-7551干,i.t美〒鞭 儔o.光スペクトルアナライザ僻問い10卜長S10遠心分離器同28亘長 

テンションメーターROTJjSCHⅠLD杜R1192W808517小企業拝島 糸抱合力試験観蛭田式517,JL瑛庁餌 儔Qoo32喜蓋孟蓋警警≡志易型,≡l33喜ooF&能S,】-(-ツフル炉,慧f55Sl長 

万能抗張力試験機㈱島津製作所DSS-50051根美禰~讃 一書⊆ /:二蓬 -モ/-i ･キ ー8- 凵ﾟ.054警竺警警≡要害喜50.0長高S12熱風乾燥機l冨fRq…喜.o長能高 -_QO6加圧渚過試験機同300高Si3榊クロマトグラフ1時間810長 S14CHN分析装置間1.730長 :5.環境機器S15全自動NPm11定システム同960長 L….0…≡≡≡,9≡…三瑠乾sss……≡≡≡喜≡≡≡置蛙 -9- &L 



所在 

S19 �*ｨ5�4�8ﾘ7ﾘ6x4茯8�7H�|ｩZｩ�ﾙ�Y'R�同 ��ﾃC���長 

S20 俑ﾈﾘx4ｸ5�:x暹zi�ｩ.��Y'R�同 田(���長 

VO1 �7h8�5�6�6(4��ﾈﾆ�ｴ��同 ��ﾃ#s��長 

VO2 �7h8�5�6�6(4饉(ﾝ8ｮﾒ�同 �#c��長 

VO3 �7h8�5�6�6(4韋驅�+)���Y'R�同 �3c��長 

BO1 �%��b驅�囮:��.榎ｩZｩ�ﾙ�Y'R�同 ��ﾃ3S��彦 

B10 �6H��5h-(/��同 �#���彦 

B20 免7�JﾘﾏYZｩ�ﾙ�Y'R�同 �2纉S��彦 

B30 佗XﾏU��ﾉZｩ�ﾙ�Y'R�同 �"ﾃャ��彦 

8　繊維試験捜器

TO1 佶��ｴ����鳧ｭB�230 �+yEﾈﾘ"�

TO2 俾�:靄��ｴ���:��320 僞ﾈﾘ"�

TO3 儁H詹�ｩ.��Y'R��:��380 俘"�

Tod 俾�:�%�鏐ｺﾙ�ﾉ7郁靈�ｴ���:��740 �+xﾘ"�

TO5 倩X-�.x韋ﾋ�ｴ���:��650 �+xﾘ"�

TOG 兀xﾘx*(韋ﾋ�ｴ��引張.せん断 �:��390 �+r�

TOT 刪ｳ縮 �:��330 �+r�

Tog 剳ﾛ温性 �:��250 �+r�

TOP 剌ルﾈげ �:��360 �+r�

T10 剿�擦係数 �:��400 �+r�

Tll 儻ｨ初�H韋ﾋ�ｴ���:��220 �+yEﾈﾘ"�

T12 儻ｩFｩ�H韋ﾋ�ｴ���:��250 �+xﾘ"�

T13 ��IZ栄��8韋ﾋ�ｴ��8h6ｨ6��2ﾘ5H8ｸﾅ竰��:��300 �+r�

T14 ��IZ�,ｨｴ97郁靈�ｴ��7h8�5h��ﾘ8ｸﾅ竰��:��270 �+xﾘ"�

T15 僞(鵫韋ﾋ��Y'R��:��310 �+r�

TIF1 �:x�7郁靈��Y'R��:��340 俘"�

T17 兢ｸ孳�ｸ韋ﾋ�ｴ���:��270 �+r�

T18 ��Y�iZ伊怨97郁靈�8���:��300 �+yEﾂ�

T19 �)Z茨ｸ�zh韋ﾋ�ｴ��8�6(5h�Rﾙ¥r���:��500 �+r�

T20 ��8齷:饉ﾙlｨ6X5�6x7h8ﾈ5斡���:��490 �+r�

T21 ��Y�h韋ﾋ�ｴ�ャ｢笘6xﾅ竰��:��580 �+r�

9　機械書式験稜器

FO1 ��8-�+�-ﾙ�ｩ.��Y'R�1時間 鉄���彦 

Flo ��X�87ﾈ987b�同 �#���彦 

F20 冑�mX韋ﾋ�ｴ��1時間 都#��彦 

増1 �#���

F30 �7�8ｸ7i�ｹEﾈ韋ﾋ��Y'R�1時間 釘ﾃ3s��彦 

10　繊維準備機器

Ⅰ05 �,ﾈ.姥Hｴ����鳧ｭB�410 �+xﾘ"�

増1 �����

Ⅰ06 ��霹��淫ﾉYﾒ����鳧ｭB�460 �+r�

増1 �����

Ⅰ07 ��霹���慰ﾉYﾒ��整経幅115cm未満 ��鳧ｭB�460 俘"�

増1 �����

108 剞ｮ桂幅115cm以上 ��鳧ｭB�940 俘"�

増1 都'"��

JO3 傅ﾈｽ��I,R�1時間 �8�ｲ���長 
増1 塔��

JO4 儘ﾈｽ��Hｴ��1時間 �3���長高 
増1 �����

12　染色仕上機器

Ⅹ04 俶H�8ｴ��1時間 鼎S��長 

増1 �#3��

KO5 ��Y�hｴ��1時間 鉄���長 

増1 ��s��

KO6 �+ｸ,ﾉ�ﾈ,ﾉ�Y�h覃�8ｴ�､"�1時間 �#c��長 
増1 �����

1 3.組織･試料謂聖機器

Col 俯ﾈ�ﾘ)�ﾈ韜{���&hｴ��1時間 田#��普 

GO2 俯ﾈ�7�8ｸ6y�XﾊIh�ｴ��同 鉄���彦 

GO3 仭8�8�齷:馼俛�,��同 田#��彦 

GO4 俾�:靆Ih��Y'R�同 田s��彦 

GOB �6H��ﾊIh��Y'R�同 鼎���彦 

G10 �7ﾉzxﾅ霎��靈�Oxｻ��同 �#c��彦 

G20 �ﾙ�ﾈ7ﾘ484��x6�8�485Dﾆﾂ宇y+yZｨ薐��同 釘ﾃ3s��彦 

1 4.コンピュータシステム機器

LO2 �4ｨ8��ｸ6jH5H6�48987h8ｨ98*�5�6X8��1時間 �#���長 

増1 田��

Hoュ �4�B�4�ﾘ5h5�6X8��1時間 塔3��彦 

HO2 �4�X���ﾘ5h5�6X8��同 涛���彦 

H20 �i�ﾈｬ���Y'R�同 �3C��彦 

H10 �5h8ｨ4�8ｸ6h�ｸ5�5�5(�ｸ7b�同 鼎S��彦 

MO2 佗i�ｨｴ�ｮﾒ�1時間 �#S��唇高 
増1 �����

1 6ー　デザインシステム機器

UO1 �6h5X4899�鞐ﾈ辷�5h5�6X8��1時間 鉄���長 

UO2 �4ｨ8��ｸ6h5X48985h5�6X8��同 鉄���能 

UO3 �6X4ﾈ5�5�488ｸ6h5X48985h5�6X8��1時間 �3���能 

増1 �����

(注)使用時問にこの表の単位未満の端数があるときは.その

端数を切り上げるものとします｡

601 751 �7h8�5�6�6(4霄ﾙ7郁靈���1試料 ��ﾃ�3��C���長 

601 倩YZ��ｸ韋ﾋ���1什 ��ﾃ�3��長能高 

602 儻ｩZ��ｸ韋ﾋ��剴ｯ ��ﾃ�3��長能高 

603 假ｸ�zh韋ﾋ��冤試料 ���3S��長能高 

604 ���査ｭ9.���1成分 ��ﾃ�C��長能高 

605 ���査ﾚﾉw�zb�剴ｯ 汀��長能高 

606 ��IZ瓜ｨ���ﾘﾇb�����gｸ潔>���刄�� ��ﾃcs��長能高 

607 ��IZ瓜ｨ���ﾘﾇb�����gｸ決�2��剴ｯ 迭�����長能高 

608 侏�Oxｻ韲ｩ�鞴(乏��1試料 �2縱3��長能高 

Ooユ 俟H+3�韜{��K��b�剴塔��彦 

002 俟H+9ZｩW｢���韜{���E�.�-ﾈ,R��2ﾃ����彦 

003 劍+�.ｨ/�+H*h.��｢�ﾘx,ﾓ��ｩ.���#c��彦 

004 俟H+9�ｩ.駅�韜{�+)���т"ﾄ�"ﾄ�2���1試料 �3c��磨 

005 俟H+9�ｩ.駅�韜{�+)���уb舮ﾕb���1試料 ��ﾃc3��彦 

010 仄ﾙ7郁靈��引張 �1試料 ��ﾃSS��彦 

011 刪ｳ縮 剴ｯ ��ﾃSS��彦 

012 剄R折 剴ｯ ��ﾃSS��彦 

013 刹ﾈげ 剴ｯ ��ﾃSS��彦 

015 剌ﾕ撃】 ��ﾘ孑�同 ��ﾃCS��彦 

016 劔.�孑�同 ��ﾃツ��彦 

017 剄~伏点 剴ｯ ��ﾃSS��彦 

018 剔ﾏ力 剴ｯ ��經S��彦 

019 剞Lび 剴ｯ 都���彦 

020 剄iり 剴ｯ 都���彦 

021 剋ﾀ物強度試験 �1試料 ｣測定 �"ﾃ����彦 

701 ��Y�b韆H�8韋ﾋ��1試料1項目 ��ﾃcc��長能高 

702 ��Y�hﾉ怨97郁靈��同 肌��ｲ�長能高 

703 ��Y�hﾉ怨97郁靈�,x���10時間ごと 都���長能高 

101 侏�Oxｻ韲ｩ�鞴(乏�綿雹nﾂ�2,910 儿��

102 侏�Oxｻ韲ｩ�鞴(乏丑(*ｹjh+R��朋1枚につき �410 儺b�

103 仞��靈�Oxｻ韋靈�,ﾈ韜{�+)�����韜{��1ー660 儺b�

5.精密測定 劔假9WB�

301 �+x+9�ｩ.����7���'�齎/�wh+x.�.�,ﾂ���薄ﾆﾄｨ,��2,.750 ���

302 �+x+9�ｩ.����7���xﾆ菷�/�wh+8,�*(.�,ﾂ��:��1,360 儺b�

304 乂�7��ｩ.����7��Zｨ/�wh+8,�*(.�,ﾂ��:��i,350 儺b�

306 儷ﾉlｩ�X+9�ｩ.���6v亦�1,550 儺b�

307 ��阯�7��ｩ.��亊B�1.66() 儺b�

310 佝��9�ｩ.��真直度 �:��2,28〔) 儿��

311 剳ｽ面度 �:��1,550 儺b�

312 倅��8ﾜ�Uy�ｩ.��1試料l測定 �2.800 儺b�

313 �1iRIJ定蛸すごとに �980 儺b�

330 �8�6(4ﾈﾏｨ+9�ｩ.�����ｩ.飴�3S��儿��

403 俔�孰韋ﾋ��1時間 亦ﾃcS��彦 

404 �1時間増すごとに 田C��彦 

405 凭)Dﾘ�Xﾈ(韋ﾋ��1時間 ��ﾃ����彦 

406 �1時間増すごとに 田#��彦 

401 �i�YZﾉkh韋ﾋ��24時間5試料まで �2ﾃs3��普 

402 �1試料増すごとに �33��彦 

411 �4ﾈ8H5郁靈��24時間5試料まで �2ﾃs3��磨 

412 �1試料増すごとに �#���彦 

751 俔�孰ﾕ��ｴ�,�.h.�+)���1試料 10鯛ごと 鼎���長能高 

752 ���(韋ﾋ�ｴ�,�.h.�+)���同 田���長能高 

8.図案調整

9.成績書の複本または証明書

801 刎�[b�】通 鼎S��全所 

802 ��[b�同 鉄c��全所 

1 0.成績書の英文作成

成績書の英文作成

(注)1.試験に要する費用がこの表に定める額を超えるときは.

その実費を徴収します｡

2.この表以外に特殊な試敦を行う場合および特別に要した

費用については,その実費を徴収します｡



董 偬�u貭�ｲｲ�堺&�9�"鞋�?ﾈﾜ頽��ｨ｢���ﾈ�����*ﾈｮﾃ"��ﾜ�?ﾂほLｨ檍ﾇb��ｳ｣ｲ�ﾉ��ｨ����GR�靼��ﾂﾘﾜ淫�盈ｩuﾈ螽ｧｨ�?ﾈﾜ�ﾒ�ﾜ�9�ﾈﾘ�mｩ���耳��ｷ(��ﾈ��������ﾈ��ﾘｮﾓ����ﾈｮﾃ�ﾄ��8ｮﾂ�ﾈ�"箚��罕ｨ��E裴���駢��ｨ����ﾘ��ｧxﾇﾈﾔｳ#Rﾃ��3ｨ�����8�8���ﾜ淫やﾘﾘxﾇc��ﾃs#R�����ﾓ�ﾃ塔�ﾃ�eﾒ� ��々 ∴ 義;: ,_y-/ 叢こ ��

款 俘��目 ����予算額 倡因��｢� 

7:1-I-- ��中小企業費 �� ��SRﾃャ"ﾃ����154,639,513 

L∴1~ �� �8ﾉfｹYHﾔ鮎hｵｨ��5ｨ985�9N�� ��SRﾃャ"�����154,639,513 

報酬 迭ﾃ33Bﾃ����5,297,269 

共済,費 塔#�ﾃ����818,851 

報償費 塔ィﾃ����778,950 

旅費 �2ﾃ都Rﾃ����3,656,030 

需用費 �3bﾃ��rﾃ����36,808,948 

役務費 ���ﾃsCrﾃ����10,154,090 

委託料 湯ﾃ#c津����9,268,245 

･呈蔓≡ 劔�� ��使用料及び賃借料 ��Sづ����108,566 

i董f:≡こ2.2歳出(一般会計) 妻弓去科目予算額支出済額 款項目節 劔�� ��原材料費 鼎��ﾃ����399,597 

備品購入費 涛bﾃss津����86,769,317 

負担金補助および交付金 田32ﾃ����515,450 

公課費 田Rﾃ����64,200 

転総務費58,48858,488 r 億総務管理費58,48858,488 妻人事管理費58,48858,488 劔�7冦丑�� �� �"ﾃ���ﾃ�3r�2,080,937 

建築費 �� �"ﾃ���ﾃ�3r�2,080,937 

建築総務費 ��2,080,937 �"ﾃ���ﾃ�3r�

旅費58,48858,488 劔 �� 假冽�N��2,080,937 �"ﾃ���ﾃ�3r�

…商工費158,197,487156,955,000 劔俘xﾇb�剴�c�ﾃ33bﾃ��"�159,094,425 

･誓商工業費工業振興費≡償…安室萱董 ∴1 ･i蔓-需用費94,23994,239 i套負担金補助および交付金262,000262,000- _吾妻 ~1着 表書蔓 量亨i言-12- +'+ 貫きL妄 言11 1lTLJ 剪�蔦�2ﾒ�



3.依頼試験および設備使用業務

3. 1　依頼試験

部署 �5"ﾖ��区分ー 劍源xｨﾈ��B�単位名 

能登川支所 高島支所 鉄���l f i l I 分析試験 �.��ｹZｩ�ﾒ�����試料 

502 剪阯ﾊ分析(繊維.有機成分) �65 ��ﾉZ｢�

601 剋�ｨ性試験 �237 佇��

602 剳z物性試験 �819 佇��

603 剋繒k率試験 �57 倩驅��

604 剔@維鑑定 �34 ��ﾉZ｢�

605 剔@維混用率 �16 ��ﾉZ｢�

606 剞D物分解設計 �����gｸ潔>��9 佇��

607 剴����gｸ決�2�1 �8��

701 ��Y�h韋ﾋ��染色.仕上試験 �4 倩驅�ﾘ�m｢�

702 � �251 遅韜{�ﾘ�m｢�

703 剞�F芸年度試験 �,x���9 倬隴B�

651 ��ﾘ栗+)����5 佇��

751 倩驅�+)���恒温恒湿機による調整 �325 倩驅�鳧ｭB�

752 剔ﾏ侯試験機による調整 �17 倩驅�鳧ｭB�

小計 劔1,868 ��

機械電子. 金属材料担当 �����材料試験 俟H+2����2�試料.測定 

002 剄dさ分布 倩驅����ｩ.��>��3 倩驅��

003 劍韜{����ｩ.���2�38 ��ｩ.��

005 剄dさ測定用試料調整(HV.HMV) �35 倩驅��

010 刹ｭ度試験 ��*2�268 倩驅��

011 劍�8��9 倩驅��

015 劍�ﾘ孰�Xﾈ"�7 倩驅��

017 劍ﾗ餾ｩ5��19 倩驅��

018 劔��ﾒ�33 ���韜{��

019 劔�ﾈ-��206 倩驅��

020 劍ﾖ�.��15 倩驅��

101 ��y�H韋ﾋ�� �158 倩ｹnﾂ�

102 剏ｰ微鏡写【撮影 傲H*ｹ�ﾘ+R�ll 冑r�

103 刹熨ｮ顕微鏡写真の試料調整 �155 倩驅��

210 兒ｩ�ﾘ韋ﾋ��定量分析(金属.無機成分) �705 ��ﾉZ｢�

306 ��泳y�ｩ.��表面粗さ測定 �16 倩驅��

307 剔ｴ円度測定 �2 �:"驅��

401 豫(ｺｸ韋ﾋ��塩水噴霧試験(24H-5鞘まで) �2 �#H鳧ｭB�

801 ��ﾉ����,ﾂ�Z�gｲ��洩顋��和文 �80 ���

802 刮p文 �12 ���

小計 劔1,877 ��

l Z合計 劔�2ﾃsCR� 

3. 2　設備使用

部_-t1%t- ��｢ﾘ6��Lft分 �.性削ir--数】他用‖キ枇l 

i l 繊維.有機 環境材料担当 能登川支所 高島支所 �����10nkN .50kN !5kN �18120 

002 剴&ﾂ�5l. 

003 剴3R�43 

Poュ 豫��ｴ�ｮﾒ�走査型電子臥微鏡 �3r�76 

PO2 刄~クロト-ム ���1 

PO.'与 刄}イクロスコ-ブシステム �#&SCr�

poヰ 剞ｶ物鏑微鏡 釘�B�

PO5 剋ﾀ体顕微鏡 ��i;c�r�

PO6 剏ｰ微鏡画像記録装置 釘�5 

POT 剄ｑｬビデオ装置(2007イールド型) 亦�l 

QO2 鳴�Z謁ﾙ|ｩ�ｩ.斡�ｮﾒ�デジタ′レ変角光沢計 娩���｢�

QO4 剴ｮ的接触角測定装置 滴專��

Roュ 豫(ｺｸｴ�ｮﾒ���紫外線ウェザーメータ ���5(〕0 

R()2 剋㈱O線フェードメータ 釘�RO 

RO:i 剄P温恒湿器 湯�宅213 

SOi �ｸｧyZｩ�ﾘｴ�ｮﾒ�X線マイクロアナライザ 涛��208 

SO2 剏ｰ微7-I)エ変換赤外分光光度計 田��,89 

SO4 剋㈱O可視分光光度計 ��r���2�こ) 

SO6 剩M分析装置 澱�24 

SO7 刄Eオーターバス ���2 

S12 剩M風乾燥機 唐�15 

S14 僂HN分析装置 ���3 

S15 剔S自動NP測定システム ���5 

S16 剔S有機体炭素計 免ﾂ�29 

S18 剳ｪ析試料調整装置 �"�25 

S19 刄Kスクロマトグラフ質量分析装置 途�16 

S20 剄ｬ合ガス透過率測定装置 ��B�290 

VOl 刄vラスチック成形機 �2�18 

TO1 ���査韋ﾋ�ｴ�ｮﾒ�梅軒軽機 �#��30 

TO2 剋ｩ動検撚機 鼎2�!43 

TO3 剩ﾔ手測定装置 ��r�59 

TO4 剋ｩ動蛍糸強仲度試験機 田r�79 

TO5 剋�ﾞら試験機LZ ��｢�!つ 

TOG 刪�｣.せん断ー �,"�1 

TOT �.A.ユt.i圧縮 �"�5 

TO9 剳洛福｢試験機ー純曲げ 白ﾇC2�

T10 �!摩擦係数 免ﾂ�

Tll 剳z引裂試験機 �"�4 

T13 剞D物摩擦試験機(ユニバーサル型) �2�4 

Tトl 剞D物通気度試験梅(プラジール型) ��r�17 

T】5 剩R焼試験装置 ���ー] 

T16 剴ｧ湿度試験装置 ���6 

T17 剳ﾛ温性試験機 �"�10 

T18 剞�F物堅年度試験機 ��hｹﾓ#B�

105 ���査��OXｴ�ｮﾒ�糊付搬 �2��r�

Ⅰ06 剞ｮ経機川､幅■≧ 迭�3口 

Ⅰ07 剞ｮ経機(ノ封か整鋒幅115cm未満 湯�33 

108 剞ｮ経機,:広幅■)整経幅115cm以上 鉄��325 

109 剩Q糸機 ��b�72 

日0 凾ｻの他の準備機械 鉄ｸ�｣��

JO3 ��ｹ�Hｴ�ｮﾒ�小幅織機 ���-6 

JO4 剄L幅織機 唐�50 

KO5 ��Y�h覃�8ｴ�ｮﾒ�染色機 都��616 

KO6l 凾ｻの他の染色仕上機 擢ﾆﾃB�



十 冑�｢�ｹ8ﾜ��匀�2�抒�亦�ｽ����ｮﾂ�帝|｢�~ﾈ���ｮﾈ���坂��������ﾂ� 劔劔� ��イしゝ 弓ぢ- ゼミLJ4- 賢一.二~,-4,技術指導業務 汁:i プニー~ ∠一一号火 

部署 �5(�ｸ6��区分 劍諍w�ﾈ��B�使用時間 ��刳�ﾟ…三二4.1技術相秋(単位=件) 

繊維.有機 汎�"�コンヒ●ユールステム機器 �4ｨ8��ｸ6h5X48987h8ｨ986x5h5�6X8�����5 劔技術分野繊維-有機環境材料担当機械電子.金属材料担当能登川支所長島支所合計比率し%) 

環境材料担当 能登川支所 高島支所 番�"�計測機器 佗i�ｨｴ�ｮﾒ���r�22 劔を電気.情報28513111913.3 警~-機械823006244=6.7 金属926411275:7.5 材料37224042618:16-9 環境.化学17644435160:4.4 -食品.′､ヾイオ392115…0.4 ._繊維65003177931.760:48.2 窯業2140016:0.4 -デザイン402452251:6.9 

UOl �6h5H6�48985h5�6X8�ｴ�ｮﾒ�デザイン創作支援システム �2 釘�

UO2 刄Jラーデザインシステム �38 塔��

UO3 刄eキスタイルデザインシステム �18 田2�� 

小計 劔892 �2ﾃCS"�� 

機械電子. 妊���精密測定機器 ��泳yiﾉEﾉ8ｨ帽ｴ������45 剪�

DO2 冂NC三次元測定機 �43 ���2�� 

D10 剳¥面粗さ測定器 �16 �3"�� 

D20 剽｠門度.円筒形状測定器 �25 鉄r�� 

AOl 俤驅�靈�ｴ�ｮﾒ�材料試験 �#S�ｴ�4��ｸ6x4�8�7B�115 �����

AO2 剴����ｴ駟ﾉEﾈ韋ﾋ�ｴ��20 �3��

A10 剄dさ試験 �7h8ｨ6ﾈ8ｸ8ｸﾖH+8韋ﾋ�ｴ��96 涛b�

All 劍8ﾘ6(4�4X4h8ｸﾖI7杏b�ユ4 ��r�劍ｺI,｣s#cC#�3#�都｣R紕�ﾘxﾇc�ﾃ�3涛s�cC3��32ﾃcSS｣������w粐ﾓBﾃ)�ｩnX彿F位ﾘ馼ｼb�ｼh顥kﾈ轌;�?ｩ�Hｮ仂i�H4�6�6�485X�ｸ轌;�馼ﾘ��鋹nﾈ�9u�E4����Dh�稲i;�,ﾈ辷腕���68鰄ｬ(ｺｸ7ﾘ6ﾈ�ｸ5x8�986x,ﾈﾕﾉ'ｨ辷腕�m�$ｩN��ih��8泚�ｨ,�.h.�偃ﾘｾ���,ﾉ�ｨﾘr�

A12 劍786(4ｨ�ｸ5椅I7杏b�2 �"�� 

A13 劍7ﾘ484�8ﾘ786(4ｨ�ｸ5椅I7杏b�2 �"�� 

A15 劔+IOx抦ﾖI7杏b�7 途�� 

A20 劍588�ﾖI7杏b�1 ���� 

A30 剌ﾕ撃試験機 �12 ��"�� 

ZOl 豫��ｴ�ｮﾒ�原子間力顕微鏡 �23 塔b��� 

EO1 豫(ｺｸｴ�ｮﾒ�冷熱衝撃試験機 �14 �"ﾃS3R�� 

EO2 剞ｸ密低温恒温槽 �5 �##b�� 

EO5 刄Lヤス試験機 �12 涛3"�

金属材料担当 �4��工作機械 冓ﾉEﾈ7H8�485窺R��"�4 劔-_一般機械器具237(6) 上野義郎ダクタイル小型弁の設計 前田持粉塵対策およびバルブシートの検査方法 上野義郎研究開発に関する支援 

C10 剴d気炉 �6 途�

C20 刄純Cヤ放電加工機 �1 ���

BO1 �ｸｧyZｩ�ﾘｴ�ｮﾒ�炭素.硫黄同時定量分析装置 �22 �#B�

B10 剴d子天秤 �67 都R�� 蔦rx8�5�6�6(4陷�ﾔ���ｭﾙ]8�Wi�h蝌ﾔ�/h,ﾈ齷:陋ｲ顰榎ﾘ峇�^��SS��ﾉ�ﾈｶrﾙV俯�yyﾘ5h5�6X8�,ﾈﾕﾉ'｢�6Hｴ8ｮﾘｾ����68鰄uG6����Dh�稲i;�,ﾈ辷腕�

B20 刧Tcp発光分析装置 �62 田��� 

B30 剏u光Ⅹ線分析装置 �31 田"�

Foュ 亢�､(韋ﾋ�ｴ�ｮﾒ�静ひずみ測定装置 �4 ����

Flo 剞�ｳポンプ �2 釘�劍��ﾉｩ�ﾘｼcs���68鰄�ｵ4����Dh�稲i;�,ﾈ辷�･�����69l�4�8ﾈ�ｸ7h,ﾉ�Y�h��ﾔ���(岔9��Y�iG��X,ﾈ5�8�6(5x�yﾒ���叉�添��69l鞏yYﾘ艙Z�,ﾉ�ﾙI(�yﾒ�

F30 刄oルブ性能試験装置 �29 ��#b�

Col ��y�B�湿式高速試料切断機 �31 �3��� 

GO2 剋ｼ式ベルト粗研磨機 �10 ����

i 董■ 劔GO3 刹�ｳ式自動埋込機 �26 �#r�GO4 剋ｩ動研磨装置 �31 �3b�

GO5 倩驅�+)�雍�ｮﾒ�電解研磨装置 �1 ���劔��68荿��ﾔ駅��ｩ(Xﾝﾂ��ﾈﾊ亰�Ti�hⅹV丶ｩJﾒ�+ｸ,ﾉ�ﾃ3(皐�8葈ﾔｸ蝌ｼiG�ｯﾉZ�,ﾈ�yﾙ_ｹd��ｭｹ+ﾈ���嶌,ﾉ�I���抱ﾘxﾇccc��?｣r����ｸ��｢ｶ堤'B�ﾓ�rﾒ�

藁葦 三富 萱喜妻 劔G10 剴|立型金属顕微鏡 �23 �#B��.㌔ 

G20 刧]線マイクロアナライザ �19 �#2�

HO2 �5(987��(5�5h5�6X8�ｦ舒ﾒ�CAE解析システム �6 �3R�

H20 刮鞫怺ﾏ察装置 �26 �3r�� 

小計 劔824 釘ﾃ�#b�儉+ 苧 

_亨 …妾 + ,i -.卓 梨音 声 L【…書葦喜 iJtl十 劍ﾘxﾇb�劔1,716 唐ﾃ3s��

-16- 劔劔調���



ち iJ. i 書_辛 調�B�86h5X4899��ﾆx馼ｼb�-:,､kL二一 4.5その他の支援 

量 一章 i i �(h抦ｮ仂h,ﾉ�ｹV丶ｩJﾘ,���+R��Xｧx,ﾉ&ﾙ4倬�ﾋ�/�ｨ駅�+X,�*ｨ.rﾈｮ仂h,ﾈ6h5X4898,ﾈｩﾈｼ�4�,�;�?ﾈ,ﾈ辷�/�mｩ4�,們�邊�+X+ﾘ����.��X檍,�.h.�饋X,ﾉ(h*�.sH6X�ｸ7ﾘ/�ﾜﾉ��+Rﾉ�ﾈ���(ﾆ��Xｧy�(ﾆ�Oﾈ��怏gｸｻﾘ�ﾔﾈｻ8�ﾉ:�gｹ4餮hｻ8�,cﾒ羣���

I ¥ �8ﾉfｹYHﾔ鮎hｵｨ��5｢�5籀,X決岑,ﾃ#rﾒﾚH+韈�x+X+ﾔB�tJ.芙 ぎ㌻- 麺 <~J. </,: 倬hｼikﾂ�期間.場所 偬�5yZり轌;�韈�x,ﾉ>�vR�

.賀ii 茶��'ﾉ�ﾈ橙�+�*ﾘ+X/�*�*"��俛�ﾝｸｬ(ｺｹ5r�H12.4.13-H12.4.16 偬�5yZΚ5ｨ8ｨ5h98/�ｨ駅�+X+ﾙ�iZｨ���ｸ7h8�5�6�6(4�7H42�

テーマ:300年の伝統を打ち破る新作扇子に挑戦 .内容:扇骨,近江扇子の特徴と扇子の使われ方,生活との関わり方について検証することにより新製品のコンセ-.:き 劔8ﾈｹ�7(6(4�5H486r�ルムの開発 

iJL i-j号 ◆ 蔓蔓 tき華 L≦卓 ;+ 賢妻 !t 愚妻 ■重吉 剴#�ｓ�%x､84x5(8�487H7H4h4��H12.7.8--H12.7.9 偬�5yZΛ�X��(嶌.(ｬ(ｺｸｭi��,ﾈﾊHｸh7�6ﾈ8ｲ�

プトを検討したo滋賀県らしさの表現や,同グループが現在扇面の作絵技術を保有していない状況から, 劔�Xﾏｹ[h嶌5ﾂｲﾘ98�]9&闔b�

滋賀県に関連する絵画や美術作品をデザインし,扇子としても1鑑賞用としても使用できる製品を企画し 剏ﾎ北エコライフフェア 買�"ﾃ偵3�ﾒﾔ��"������出展物:水質浄化や環境関連の研究パネル 

】たoその成果としてミュージアムコレクションとして美術館等で販売する他,観光イベントとリンクして 劍ﾌ馭ｸﾔﾈ刺ﾗ9�ﾘ駟k�5ｨ986r�
ー販売する予定であるo=:～ -.T:ー 劍4�8ｨ5�5�8ｸ7h8�5X�]2�■- 

+ 剋｠賀環境ビジネスメッセ 買�"�����ぴﾔ��"����#��+yVﾈ6��ｸ8��出展物:水質浄化や環境関連の研究パネル 

掛 ≧き i詣 1十 B重 量 茶"�ｨｾ(ﾔ影ｲ��ｨ耳耳6X�ｸ7ﾓｨ��椶餔ｩF侘�/�488�耳耳5x+X+ﾘ4�4�5ｨ5H8ｨ�ｸ,ﾈ､ｩJﾒ��ﾒ�
●2000青少年のための 買�"貳ﾂ貳ﾂﾔ��"貳ﾂ��"�草木染め体験者69名を対象に,｢草木染め体験｣のテ 

真書ミ≡_内容=芸蓋ご三./レ芸芸孟孟器孟芸芸完冨誓宗冨lE;=雷雲L=ヲF#Lq芸雷雲ニ誓芸芸差違;:冨芸芸貰這昌:言Lbl-:雲 さ■:言合ヾ士`ノ1---rローヽ/トr藤一3-/- 刮ﾈ学の祭典滋賀大会 ��Y,8�8怦ｧxｭ��-マにより指導支援を行ったC 吋 _裏書 劔�X�ｩdｹn(ｧx��H12.6.13--H12.6.15 僞ﾉ6��ﾉ(hｧy�cYkﾈ/����ｸ,痛6H��ﾋ�Oxｻ�,�.h.豫��鞍��

･i害 毒童 �.�,ﾉ�ﾂﾈｴﾉ�2ﾘ686�.(42ﾘ99fﾘ5(8ﾈ4�988�ﾏﾈ*�,ﾈ､姻�4�,�.�tH.ｨ+ﾙ�ｸﾏｸﾏｸ,�,(+X,H.�､｣ﾔﾆvx+X+ﾖ�,ﾈﾈｸ悗���8ﾙ�ｴｹlﾘ,ﾈﾏi^Y5x,ﾈｴﾉD��,ﾈﾞﾉ�ﾂﾉLﾉHHﾅ��/�ﾗ8*Iuﾉ.�,X*�.��ｸ-ﾈ+ﾒﾉ�韶ﾈ/�竧.�X*(ｮ仂h,h,ﾉ��ﾆx,�.b�.豫�X蝌ｼhﾏﾈ*��ｹV�,ﾈ､ｩJﾘ.�ﾇh枴(h,X*�.��ｲ��(-8.�+8,hｧx�2�能登川町立能登川中学校 佝�,ﾈｭ9¥｢�.(6h5X4898,�,(*(,H轌;�辷�/�ﾗ8,�+ﾘ�｢�

4.6リサイクル相談会 相談会月/日内容場所.相談企業 
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4. 7　主な技術指導事例

課　　題　板弁のかじり現象について

指導内容　測定物が製品のためプリネル硬さを測定し,弁体とシート面の硬度差を確認したo製作上には問題点は確

認できなかった｡

課　　題.金属材料試験機用つかみ具の補修について

指導内容･油圧つかみ具のつかみ刃の一部が破損,破損部分の修復方法および手順について説明｡油圧シリンダー金

具の曲がり修正,圧縮ひずみ取り,つめ部分の溶接および組み付け調整を行った｡

課　　題:テレビ電話システム等の活用方法について

指導内容　現場に設置した機器のメンテナンスをより効率的に行うため,テレビ電話等を利用したいという相談があ

り,現在,製品化されているテレビ電話システム,インターネットカメラ,インターネット会喜乱　ビデオ

メールなどについて市場調査を行い説明を行ったo

課　　題･異常自動通報装置について

指導内容:遠隔地の異常発生を自動的に感知するシステムの開発について相談があり,電話通報装置とセンサー等を

組み合わせたシステム構成について相談指導を行った｡

課　　髄:ポーリングによる真円加工

指導内容　ボーリング穴の裏門度測定を多段に分けて測定したところ,クランプ時のワークの変形が真円度の低下の

要因である事が分かった｡クランプ位置を変形に影響の少ない部分に変更する事で加工精度の向上がはか

れた.

課　　題:高圧用弁の耐圧繰返し試験による弁箱の塑性変形について

指事内容:材質変更したバルブ要部の内圧負荷時の静歪みの測定を行い,設計圧力に対して十分な強度のあることを

確認した｡また,内圧サイクル試験によるベンタイの破壊は,鋳造表面欠陥による疲労破壊であること

が分かり,耐疲労性を増すための適切な材質の選択と加工方法が明らかになった｡

課　　題　コーティングロ-ルのスリップについて

指導内容:発泡樹脂をコーティングしたローラーに滑り(グリップカの低下)が生じたo　良品に比べ不良品は表面の

発泡密度が低く,約2/3程度であった｡発泡時のキュアリング温度と保持時間にバラツキがある可能性

があり,加工工程をチェックするように勧めた｡

課　　溺こ医療用透析チューブの汚れについて

指導内容:医療用透析チューブの内壁に度々汚れが発生した.赤外分析したところ,殆どの場合,透析由来と思われ

る蛋白質汚れであった｡アルカリ洗浄が効果は高いが,医療用のため成分残留が無いように,また,チュ
ーブの材質やグレードによって,アルカリ側では長持ちしないことも説明し,改善してもらったU

裸　　題:ステンレス製熱間鍛造品の表面錆の発生原因について

指導内容: sus304等のオーステナイト系ステンレス鋼は鍛造,溶接等の高温処理の冷却過程で450-850

℃付近で保持されると結晶粒界にC r炭化物が折出し,粒界近傍にC r欠乏帯ができて粒界腐食が起こり

やすいと云われている｡対策として鍛造後,固溶化熱処理を施し, C r炭化物の析出を抑制する必要があ

る｡

課　　題.配管に接続した電気亜鉛メッキ製ボルトの破損について

指導内容　破損したボルトは頭部より破断しており,破断した破面をEPMAで観察した結果,粒界破面(脆性)に

ょる亀裂が数ヶ所見られ,酸洗い等のメッキ工程における水素侵入による水素脆化割れ(遅れ破壊)と推

定されるo　対策としてメッキ終了後2 00℃前後の加熱でべ-キング処理を施すよう指導を行った｡

課　　題　大型バルブ下流隙間のストレーナ穴の離散化方法について
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措辞内容　2次元流休解析により,速度ベクトル,流れ関数,粘度,乱流運動エネルギー,圧力等が得られるが,傾

向を把握する程度にとどめ,結果を総合的に判断して評価する必要がある｡現実流れとの相関を求めるに

は,あくまで3次元解析が必要であるo

課　題:ポリアセタール樹脂およびsBCの材料特性と環境影響について

指導内容-ポリアセタールは,原料がホルマリンであるので残留していれば問題が残るが,揮発性があり成形時にほ

とんど揮散する｡グレード強化の添加物には注意を要する｡ SBCも構成元素は問題なくポストPVCと

考えられている｡ただし,可塑剤などの添加物に配慮する必要がある｡

課　　題　塩ビの製造･使用規制について

指導内容:製造そのものを規制するものはないが,ダイオキシン発生の塩素供給源であるため,メーカー責任による

リサイクルや再利用の促進義務があり,業界として技術,用途開発とネットワーク作りに積極的に取り組

んでいる｡使用規制も同様,材料転換や再利用,規格統一化を推進する動きがある｡

課　　題:屋外暴露されたプラスチック製晶の劣化変化の評価について

指導内容:引張･曲げ･圧縮などの強度試験,色差･光沢などの外観試験とともに劣化による分子内での化学変化の

測定(カルポニル基の生成,密度変化,結晶度,分子量分布の変化)で評価できる｡ポリオレフィン系の

材料では,自動酸化反応による分子鎖の切断と架橋が発生するが,熱硬化樹脂では,一旦固まってしまえ

ば化学構造が変わるため,劣化メカニズムが種類によって異なり単純に評価することが困難である｡

課　　題:太いモノフィラメント糸のドラム巻き方法について

措辞内容.巻き取った糸の積層による圧力が加わりドラム側板を押し広げ,巻き取り長が不安定になるので,テンシ

ョンを一定に保つ必要があるo　そのため,積極的に糸を解静できる予備解除装置を付ける｡

課　　規.製鞍工程の周期表の作成について

指串内容･糸に起因する染色故障では周期性があるC　製緑工場では原因となっている工程を特定し,早急な対処をす

る必要がある｡そこで,事前に撚糸機や準備機,紙機,仕上げ機などの機械毎のピッチやサイクルなどを

基にした周期表を作成しておくと便利である｡

課　　題.麻服の洗濯破れの原因について

指串内容:クリーニング店で作業中に発生した破れ故障は,繊維の劣化によるものであったo　染料の成分を顕微

FTIRにより分析した結果硫黄(S)が検出したことから,使用された硫化染料の経時変化に起因したこ

とが判明した｡

課　　題:杵蚕糸入りちりめんの開発

措辞内容:家蚕糸と梓蚕糸との染着度の差を利用した紡調ちりめんの設計について相談されたo　野蚕蚕糸である梓蚕

糸は伸びやすく製織が難しいため,糊付の前処理や整経･製織中のテンション管理に留意するよう指導し

た｡

課　　題= (グループ支援)デザインカ向上や情報交換を目的として活動しているグループの運営と今後の目標につ

いて

指導内容.デザインカだけでなく,産地イメージの提案(プレゼンテーション)や異業種交流,伝統技術(産地の特

色)の見直しの必要性について企画書(提案書)を作成し指導した｡また,能登川支所のデザイン室の一

部を｢デザイン検討室｣として開放｡

裸　　起:地場産業(繊維)のr町おこしイベント｣への参加とその効果について

指導内容:単なるイベント参加としてではなく,この事業を通して,ディスプレイ技術の訓練,産地技術の検証と保

存,産地イメージの提案,交流の場として活用するよう指導した｡会場展示用の企業インデックスの作成

やアンケート調査,分析も併せて指導した｡

株　　題　同色糸を利用した,婦人用スポーツウェアの配色変え(イメージ変え)の相談

指斗内容.テキスタイルデザインシステムを使用し,縞割の工夫によるグラデーション効果等で彩度調整を行い,高
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級感を表現｡さらに,デザイン創作支援システムにてシボ形状と合成し,デザイン性の高い企画書を作成

指導した｡

課　　題　琵琶湖産淡水真珠を利用した地元向け(観光産業向け)製品開発について

指導内容　他府県の試験研究機関や水産試験場から真珠についての情報収集を行い,琵琶湖産淡水真珠の付加価値と

なる特色を抽出すると共に,製品サンプルの検討と現在のアクセサリーの売れ筋情報の提供,製品開発プ

ロセス,市場への提案方法等について指導した｡

課　　題　織物の繊維鑑定指導

指導内容　艶色加工された麻織物製品においてよこ糸方向の一部分で白く染まっていない繊維が見られたo　この紙経

の鑑定について指導支援した｡

課　　題:ちぢみ新商品開発による指導支援

指導内容:新商品の開発を実施したところ織物表面のちぢみ凹凸形状が一部相違していたn　この原因について-　繊維

鑑定,番手試験等について指導した｡

課　　題　織物の不純物の鑑定指導

指斗内容　自動車シート縫物の色変色原因究明として顕微-FTIR装置により定性分析を行った結果,ポリプロピレン

繊維の混入が認められると指導した｡

課　　題.編物の金属成分の確認指導

指導内容:ニット製品において品質検査時に金属の反応が認められた｡ PL法関連での重要性と製品の品質検査のた

め,実態顕微鏡観察により金属を確認し指導支援した｡

課　　題･肩パット中綿の繊維宅定および加工樹脂の定性試験指導

指導内容　中綿の不織布は繊維鑑定の結果,ポl)ェステル繊維が使用o　中綿は多層状態で形状保持のため樹脂加工さ

れている｡アミド系樹脂･シリコーン加工がなされ技術指導支援した｡

課　　題･メッシュ織物の繊維鑑定指斗

指導内容:新商品の開発指導として繊維鑑定を実施したo　顕微-FTIR装置により測定した結果,ポリアミド繊維の確

認を得た｡さらに,ボーケン呈色液により染色し緑色の内容であり指導支援した｡

課　　題:高遠ワインダーにおける綾落ち原因について

指導内容:現場において現状を高速度ビデオで撮影し,糸速や張力,接圧力等の条件との影響を解析した結果,給糸

張力の変動が綾落ちの原因であったo

課　　題:金糸を活用した新規ちりめんの織物設計について

指導内容･金糸は性能や繊度など多種類あり,最終製品の表面効果やシボ,風合い等トータル的にみた練糸構成の織

物設計について指導したo

課　　題:プラスチック製品の傷.割れについて

指導内容:塗装後の射出成型品に確認された傷について,塗装面とプラスチック表面のどちらにも同じ亀裂が入って

いることから,内部応力あるいは外部からの力が加わるか,塗装溶媒による劣化によりひび割れるなどが

考えられる｡

課　　愚:腕時計使用中の袖の汚れについて

指導内容･腕時計を使用中,汗をかいた後に袖が黄色く変色する問題が起こり,袖,時計を調べた結果, -種類の材

質が違うベルトの一部が腐食している事が分かった｡隙間腐食と考えられる｡

課　　題.電子部品洗浄剤再生品の評価について

指導内容･電子部品洗浄工程で用いる炭化水素系洗浄剤を蒸留再生して再利用しているが,新品と比較してその成分

等に問頓はないかとの相談o GC/MSによる分析の結果,ほぼ問題なく使用できる組成内容であった｡
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課　　題　セメント剤から発生する異臭の分析について

指導内容　セメント剤に温度をかけると異臭が発生するo　その原因についてGC/MSによる分析を試み,数成分の異

臭成分の同定を行った｡

課　　題･ポリスチレンの分子量測定について

指導内容　他社製と当社製ポリスチレンの分子量,成分の違いについて, HPLCを用いて分子量の測定を行い,同等

の分子量を有することがわかったb

課　　題.自動車シ-トの糸切れについて

指導内容･自動車シートの表面側に糸切れが発生しており,顕微鏡観察からミシン針によるものと判明,.そこで,針

の太さや先端の形状,織物の密度,糸の撚り数等を変更するよう指導した｡

課　　題　編物の緯茄について

指導内容.編物の正常部と異常部の糸を顕微鏡を用いて調べたところ.単紙経の表面形状が異なっており,異常部分

わ糸は以前に使用した糸と同じものであることが判明したo

課　　題.靴下への異物混入

指導内容.靴下への異物混入があり,光学顕微鏡から糸の紡績工程で使用するカード針の先端であることが判明した｡

課　　題　水質浄化実験方法について

指導内容･企業で開発した接触酸化浄化資材の自社での評価方法について,企業が望んでいるデータ-が求められる

ように,装置及び実験方法,分析方法について指導を行った｡

課　　題:企業内ネットワークの構築

指斗内容:企業内の所内ネットワークの構築について,利用内容や規模にあったネットワークシステムをどのように

導入し活用していくかについて指導を行い,現在活用されているo

課　　塩.フラットヤーンの製造

指導内容,フラットヤーンの製造について,糊付け法や製造機械の設計,試織,染色,ジャパンクリエーションによ

る展示発表など全般にわたり指導し,商品開発をおこなった｡現在,市場の反応も良く,好調に推移して

いる｡

課　　題:織物設計

指導内容.高強力練物や衝撃緩衝材用織物などを造るにあたって,多重組織の織物設計指導をおこない,試織を経て

製品化を試みている｡



5.研究業務

研究テーマ 侈Hｸh�"�共同研究者および研究協力者 

フローテイングプランターによるN.P除去に関する研究Ⅲ �$ｩ�ｩ�xﾔr�滋賀県立大学三田村緒佐武 

織物接触材を用いたりん除去に関する研究(3) 伜(岑���� 

農業用濁水浄化資材の開発研究 亳y68ﾘ靂�� 

地域産業におけるデザイン創作支援 傅ﾉ$ｩh9yﾒ� 

廃棄セリシンを利用した生分解性材料の開発 倅��飩2�滋賀県立大学岡谷卓司 

生物活性を用いた高分子材料の開発(3) 刎Xﾞ)H颱b�共同研究:滋賀県立大学広原日出男 

絹素材と新技術の複合による新商品開発 俾ﾘ靖����(i�ﾉ.YWb� 

ポリオレフィン材料の環境劣化とモルフォロジーに関する 亶ｹ�ﾈ毎爾�滋賀県立大学田中暗 

研究(3) 

外部刺激応答性を付与した高分子材料の開発に関する研究 �=��ｸｮﾈ爾�立命館大学中村尚武 

Newシボの開発とそれを利用した商品開発 伜(岑����揵$ｩh9yﾒ� 

金属腐食に関する研究 ��ﾉ>�{育R�滋賀県立大学田中他喜男 

-特殊鋼の腐食特性Ⅲ- 

高強度材料の切削に関する研究(3) 儖8ﾏｸ��謦�滋賀県立大学中川平三郎 

キャビテーション効果を利用した水処理技術の研究(4) �)YHﾔ�ｲ�九州産業大学其方勝哉 

金属粉末の可塑成形および焼成技術に関する研究 樗､ｩ��謦� 

高性能厚膜材料の開発とその接合技術に関する研究(3) 傀ｩW�Wb�滋賀県立大学菊池潮美 

精密機械部晶の加工技術向上に関する研究 ��Y�ﾈﾔyk��共同研究:滋賀県立大学中川平三郎 

フローテイングプランターによるNP除去に関する研究Ⅲ

高島支所　　谷村　泰宏

1.日的

近年琵琶湖は,水質悪化(富栄養化)が問題となっており,当センターでは,植物の力で水中栄養

分の吸収浄化を行うシステムを考案し,その浄化効果について実証化を試みた｡織物で作成した植生

マットをフロートで水面に浮かべ,エアーレーション装置で水中に空気を送り込むことにより植物が

効率よく栄養を吸収できるシステムで,実際に窒素リン等の除去能力について評価を行った｡

2.内容

小　---　隼　実験装置としては図1に示すように, 1つの水路を3
'っに分割した実験永路を使用し, 1分間に約　70摘巨

水する水中ポンプで, 1日約10tの水を循環させ,水
;

叶　室　川卜　矩　路の底には約10cmの泥を敷いたo

'二二二二二二二二二二　　a水路はプランター20個とェアレーション装置を,

｢っ′y-　　　　Jl→ノ､　　-一一一　一　lL h

▲l｣

図1　実放水路概要

b水路はブランクでなにも設置せず, C水路はプラン

ター20個のみ設置した｡

フローテイングプランターは,植生マットとそれを

水面に浮かべるためのフロートから構成されており,

植生マットの大きさが, 450×900×30rrmで,フロートを合わせると　550×1000×80mmになるo　ま

た植生マットは,無交錯組織を用い植物を植生支持可能な構造にし

てあり,無交錯組織部に約20cmの長さに切り取ったミントを,一枚

につき24本植生し使用した｡　エアレーションについては,水底の

2カ所に70¢ ×225mmの散気管を2本ずつ(トータル4本)設置し,

トータルで約200且/minのエアレーションを常時行った｡

3.結果 図2　システム概要

今回の実証実験ではエアレーションにより汚泥の減量化が進み,水系トータルで効果的に窒素が除

去された｡さらに,植物の生長に対しても優位である

ことが実証できた｡しかし,リンについては植物に効

果的ではあるが,水系全体に対しては有効的に作用し

写真1　実験風景

ないことがわかった｡

以上より,フローテイン

グプランターをエアレーシ

ョンと組み合わせることに

抑　㈱　紬　帥　仰　M｡肌

(jI)NIL

一一一一フランク

･▲--ミント(エアレーションあり)

-･.LL-ミント(エアレーションなし)

▲`'

.A._

6/1　　7/1　　8/1　　9/1　10/1　1 1/1

グラフ1水系トータル(水+底泥)

it少t推移tT- N)

12/1 --1'91

より,窒素に対する水質浄化が効果的に行える結果が得られた｡

4.今後の課題

現在のシステムでは,エアレーションの方法に,もっと効率のよいシス

テムが望まれる｡また植物の有効利用とメンテナンスも今後の課題である｡



織物接触材を用いたリン除去に関する研究(3)

能登川支所　　山下　重和

1.日的

比表面積の多い立体織物とリン除去用の鉄パイプによる接触材を用いて河川水に対する水質浄化効

果を検証する｡

2.内容

biyoセンターの河川水路(長さ22mX幅2mX水深0.75m)

に織物接触材(たて0.6mXよこ1m, 294枚)と鉄パイプ

(長さ0.6mX直径0.0191mmX厚さ0.001恥　648本)をバー

から吊り下げ,水路の流入口部分を曝気して浄化実験を行

ったD　実験条件として,通水量は72-120m3 /日で滞留時間

は平均で10hrで,実験の期間H12. 5-H13.2であった｡調査

は水質,堆積汚泥および織物付着物について実施した｡

3.結果

表1　水質調査結果(H12.6-H13.2までの除去率の平均)

項目　　　　SS COD D-COD BOD NH4-N NO2-N NO3-N TIN D-TIN T-P PO4-P D-T-P T-Fe

除去率(%)　60　15　　　5　22　　　66　　58　　-8　15　　　9　36　-16　-15　　44

表2　底書侶弓泥･織物付着物の分析結果

試料名 ��処理水槽汚 梶(微細気泡) ��織物付着物 

採取年月日 丶ｨ跖鰾�H12.8.4 陪ﾃ2�"�#b�H13.2.26 

採取時刻 丶ｨ跖鰾�17:07 ���｣C��ll:00 

天候 ��晴 册ﾂ��5#ﾔb�鼻 `コ=くー 

泥温 ����29.1 唐�2� 

汚泥量 盲2�WB��0.4 ��緜�� 

汚泥湿重量 唯�WB�� ��繝��9.94 

汚泥乾重量 唯�'鋳� ���3R�0.387 

含水比 坦� ��Sb�2470 

COD 蒙r��3.6 ��偵B�116 

T-N 蒙r��0.92 ��緜b�1.96 

T-P 蒙r��0.16 ���3B�8.34 

T-K 蒙r�� 迭�"�5.98 

強熱減量 坦�0.7 摘�� 

結果から,窒素の除去率が15%

もあり,織物接触材の一部分が嫌

気状態にあり脱窒現象が起きたと

考えられるCリンにおいては35%

の除去率があるが,そのほとんど

がS S除去によるものであり,河

川での鉄パイプ導入によるリン除

去効果は得られなかった｡

織物付着物の方が底部にある

汚泥よりCOD, T-N, T-P, T-Kす

べて含有量が大きい｡本実験の

結果から,織物接触材が水質浄

化に有効であることが確認でき

た｡

4.今後の課題

河川において,織物接触材による水質浄化が確認できた｡しかし,鉄パイプによるリン除去効果は

確認できなかった｡また,実用化においては不織布等の製品もありコスト面において不利である｡実

用化に向けては,他の製品にない機能性を付加する必要があり,次年度以降に繊維素材への特殊加工

について検討予定である｡

農業用濁水浄化資材の開発研究

(捨て耳撚糸機の試作)

高島支所　　吉田　克己

1 .日的

捨て耳を農業濁水の浄化用フィルターや水質浄化の接触液相としての可能性を検討して

きたが,これをリング撚糸機などを代用してコードを作ってきた｡しかし,通常の糸に比

べ,非常に太い糸になるため,バルーニングなど問題が発生することや他用途への展開を

検討するには実用的でない｡このことから,捨て耳の撚糸に適した機械を試作する｡

2.内容

表1 (試作撚糸機の性能)

捨て耳には多種多様

な種類が出るo　その単

位重量や緯糸の長さ,

幅などに大きな差があ

り,これらを同一の撚

糸機で撚らなければな

らない事から,アップ

ツイスター方式を採り,

捨て耳重量によってフライヤーなし,フライヤー

(2種類)を使うことで, 3種類の撚糸をおこな

う方法を採った｡

性能 

回転数 都��'�ﾘ����'�ﾒ�

撚り数 ��S�B���#�B��

巻き量 �#c��6ﾓ2�

方向 �2ﾅｩE�.��

フライヤー �,�+Rﾃx8�488H�ｳ�ﾈ7H8�486s"�(hｿ2��

3.結果

捨て耳によっては経糸の広がりや融着が強い時にはモール形態に特徴が出るため,製織

時の改善が必要な場合も発生したが,撚糸したところ良好なコードが得られた｡

4.今後の課題

捨て耳はそれ自体が生産の主体ではないため,いろいろ発生する｡これを撚糸する事に

よって用途を開拓することが重要であるo　今までに検討した水質浄化用以外に,装飾用コ

ードや緩衝材,織物などの用途も検討し,製品まで作って提案する必要があろうC



地域産業におけるデザイン創作支援

能登川支所　　小谷　麻理

へI G

1.日的

海外製晶の流入や,価格競争が激しい中で地域産業の活躍の場を広げるためには,市

場に対して特色ある｢提案｣を行わなければなりません｡その為に紘,現在幅広い分野
･手法で利用できる｢デザイン｣を効果的に活用し,市場に対して,製品のみならず様

々な｢提案･プレゼンテーション｣を行わなければなりません｡

2.内容

①創造性の高いデザインの作成

②情報収集と提供
③人材育成,デザイン支援

3.結果

①･テキスタイルデザインシステム(能登川支所設置)の更新を行い,平成10年度

に購入したデザイン創作システム(長浜本所設置)との連携により,多様なデザ

イン開発,企画の作成が行えるようになった｡
･全国公設試験研究機関｢巡回デザイン展｣にデザイン画を出展

･デザインコンペ-出展

･展示用パネルの作成(ビジネスメッセ,研究発表用　等)

②･企業に有効と思われるデザインに関する情報を収集し,コンセプトマップの作成,

展示,企業-のアイデア提案や指導に活用した｡

また,希望企業には開発開放しており, 3-6社/月の利用がある｡
･他県(徳島県,兵庫県)のデザイン業務情報を収集し今後の｢デザイン｣指導の

参考とした｡
･掲示板にて展示会情報の情報を提供｡来所する企業の情報交換用としても活用さ

れたo

③･湖東繊維工業(協)女性部支援

女性部の企画,運営で近江上布展(10月)を実施した｡実施にあたり,あらため

て近江上布の歴史や技術を調査,資料収集等を行った｡その他,勉強会(1回/

月) ,ディスプレイ演習を行った｡
･寝装,インテリアを製造する企業によるグループの支援

大阪のデザイナーの協力を得て,自主企画,運営,販売を行う企画展(9月)を

実施した｡その他,企業インデックスの作成,検討会等も実施した｡
･縫製,繊維関連企業によるグループ支援

県内の3産地の素材を使用した新作展示発表会の企画,運営指導を行った｡
･デザイン創作支援システム等の活用操作指導

4.今後の課題

デザインの場合,デザイン画等の作成能力や技術力の他に個人や会社の｢意識｣ ｢感

性｣が非常に重要である｡その為,部分的な改良や指導ではなく,内面からの指導が

重要である｡異業種交流やグループの設立,リーダーとなる人材の育成など,これら

のグループや人材が活発に活動し,新たな｢デザイン｣の方向性を兄いだしやすいよ

う支援するために,サポートカ,コーディネイトカ,人材の育成能力が求められると

思われる｡また,これらの情報や人材が交流する場の提供も必要である｡

その他,当センターも含めプレゼンテーション(提案力)の強化が必要である｡

廃棄セリシンを利用した生分解性材料の開発

繊維･有機環境材料担当　　三宅　肇

1.日的

蚕から得られるセリシンタンパクが,絹織物製造過程において大量に廃棄されていることは,これ

までに紹介してきた(1~2)｡われわれは,廃棄物の有効利用と環境適応型材料の開発を目的に,平成1 0

年度からセリシンの有効利用について検討を行ってきたが,本年度は,県内のプラスチック関連企業
への実用化を目指して,射出成型によるプラスチック作成を行った｡

2.内容

これまでの研究で,けん化度が成型性に与える影響について知見が得られており,これに基づいて

成型を行い,プラスチックの物性について検討を行った｡

3.結果

図1に射出成型プラスチックの写真を,図2に応カー歪み曲線を示す｡フイルムの場合と同様に,

セリシンを僅かに含むことにより物性の増加が見られる｡この結果から,セリシン低含率における

pvAとの相互作用が示唆される｡

(tJM)芦-IS

20　　　　　40　　　　　60　　　　　舶

Shlrl l一七)

図2　PVA-セリシンプラスチックの応力歪み曲線

図1　PVA-セリシンブレンドプラスチック

図3に,ブレンドプラスチックを水に浸せきさせた時の

様子を示す｡浸せき後1時間程度で膨潤が始まり, 48時

間程度で完全に溶解する｡溶解後の水溶液を乾燥すること

により,再び成型材料を回収できることも,大きな特徴で

ある｡

図3　プラスチックの溶解

4.まとめ

現状の工業材料の開発は,生分解性や可リサイクル性,さらには廃棄物利用や石油代替原料など,

環境に適合した材料であることが必要とされている｡本研究ではこのうち, ｢生分解性｣と｢廃棄

物利用｣を目的に,汎用的なプラスチックの開発を行ってきた｡

今後は,以下に述べる本プラスチックの特性を利用した分野での実用化に結びつけていく｡

考えられる用途分野

生分解性を生かしたチコプラスチック

低コストを生かした汎用性プラスチック

高弾性･高強力を生かした強化プラスチック

ガスバリヤ性を生かした包装材料

水溶性を生かした使い捨て製品

含タンパク質を生かした農芸材料



生物活性を用いた高分子材料の開発(3)

繊維･有機環境材料担当　　脇坂　博之

1.日的

本研究では,加水分解酵素であるリパーゼを用いてラクトンの開環重合を行い,生分解

性を有する高配向,立体規則性に優れた高分子ポリエステルの合成を目的とする｡

:､ i;::.;:~ 0

D-Dodecanolactone

Enzyme

in organic solvent HO～"i51nH

2.内容

研究の目的であるラクトンの酵素触媒重合を円滑に行うために,酵素触媒による加水分

解反応による酵素の活性を測定し,良好な結果を得た酵素を用いてラクトンの酵素触媒重

合を行った｡酵素はいずれも微生物由来の酵素で,これらの酵素によってラクトンの重合

がされた場･合,生分解性が期待される｡

A.
D-Dodecanolactone

Enzyme

in water

0

H｡ A A".li

5　　　　　10　　　　　15　　　　　　20　　　　　　25

時間(h)

加水分解を行った結果を

左図に示す｡こ　の内,

Candida antartica由来である

固定化酵素　Novozym435に

おいて良好な加水分解が得

られた｡

この酵素を用いて重合を

行った所,高分子量生成物

が得られた｡

また,加水分解反応時の

光学選択性から,酵素の基

質選択性はあまり高くない

ことがわかった｡現在,塞

質選択性を高め,機能性高

分子を得るために新規ラク

トンの合成を行っている｡

絹素材と新技術の複合による新商品開発

繊維･有機環境材料担当　　中川　貞夫

鹿取　喜寿

1.日的

長浜産地の浜ちりめん業界は,和装需要の低迷により従来からの主力製品である変り

ちりめんが大幅な減産となってきている｡このような厳しい環境下においては,特に新

しい商品提案が重要な課題である｡

正絹にこだわることなく,新たな付加価値や特殊な表面効果を持つ織物等の試作シー

ズを提供し,新商品開発に寄与する｡

2.内容

①-イプリッドシルクを活用した着尺地

②絹紡糸の特性を利用した強撚糸織物

3.結果

①生糸とハイブリッドシルクをたて縞として配列し,サッカー調で表面効果の変化に

富んだ着尺地ができた｡

②よこ糸に,従来の変り一越,変り三越,吉浜等の活用や配列の工夫による新規な着

尺地ができた｡

③変りよこ糸にハイブリッドシルクを混撚した新しい着尺地ができたo

④ハイブリッドシルク糸を適宜活用することによって,防しわ性の向上が図れる｡

⑤絹紡糸との混織による新しい感覚の東雲ちりめんができた｡

⑥先練糸(絹紡糸)を併用することにより,風合いの良好な織物ができた｡

⑦絹紡糸を併用することにより,撚常数が低くても大シボの織物ができた｡

4.今後の方針

ちりめんに特化せず,絹の良さを広く活用できる健康福祉分野や非衣料分野における

新しい商品開発が必要と考える｡



ポリオレフィン材料の環境劣化とモルフォロジーに関する研究(3)

繊維･有機環境材料担当　　宮川　栄一

1,日的

環境問題に対応する代替品や構造材料としての需要が高まっているポリオレフィン材料について,
製品の安全性と信頼性を向上しながら資源の有効利用を図ることを目的とする｡

2.内容
ポリオレフィン材料の長寿命使用を可能にする劣化検知機能を検討するため,フイルム内部-の酸

素透過速度の差を利用し,劣化促進材料を組み合わせた積層フイルムについて,キセノン光照射によ
る劣化促進試験を行い,物性低下と色変化を評価した｡

3.結果
それぞれの機能を分担したフイルム層をラミネート化することにより,色変化で劣化検知すること

が可能であると分かった｡
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4.今後の課題
･安定剤や顔料等各種添加物入り市販LDPEへ適用する場合の条件の検討が必要である｡
･層状構造による他の色の影響や,最終発色層-視認性の高い顔料の検討が必要である｡
･被検知材料の種類と物性への影響,埋め込む場所による特性,ラミネート成形方法,母材-の接着

方法等の検討が必要である｡
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外部刺激応答性を付与した高分子材料の開発に関する研究

繊維.有機環境材料担当　　那須　喜一

1.日的

導電性を付加したプラスチック材料により,環境の変化と亀裂,力学的変化,熱的負荷

などの環境応答性の付与を行う｡

2.内容

樹脂の外部からの刺激に対する応答が期待できる材料として,カーボンブラックを含有

したポリエチレン材料を取り上げ検討を行ったC　基礎実験として,樹脂とカーボンブラッ

クの混合の際において,溶媒による溶解と加熱による融解の違い,カーボンブラックの種

類の違いによる効果,それぞれについて電気抵抗で評価した｡

3.結果

3- 1 -

カーボンブラックを樹脂に添加する方法につい

て溶液混合法と加熱融解混合について検討を行い
混合方法や混合物の成型方法を決定した｡
図1に示すように,抵抗値はある一定の添加量

なると,急激に変化する現象が起こる｡

3-2

溶液混合でのカーボンブラックの添加が抵抗値
の緩やかな変化を示した｡

樹脂とカーボンブラックの混合の際に,系の粘

度が大きな影響を与えていると考えられるため,
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添加した物で,その　CBl量の変化と抵抗値の変化

について検討した結果が,図2である
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事も可能であることが分かった｡
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N EWシボの(強撚糸織物)開発とそれを利用した製品開発

能登川支所　　山下　重和

小谷　麻理

1 .日的

滋賀県が得意とする強撚糸織物の特色を活用しつつ創造性,デザイン性の高い製品開発

を行い,国内市場や海外市場-提案できるような差別化製品の開発を行う｡　技術開発分

野-創造性を導入することにより,さらに高度な技術開発や新規性のある技術を推進する｡

2.内容

･産地技術を活用しながらも斬新なシボ形状の表現開発を行う｡

･県内の企業が活用しやすい技術や情報の提供

･織物設計用のデータベースの構築

3.結果

･従来のシボは縮緬やクレープのようなシボがほとんどである｡今回の試作では,従来

にない形態のシボ(ドット状のシボ)の試作を行った｡

･生産現場の情報を収集する事により,今後の技術指導,事業計画の参考となった｡

･企業から要望の強かった織物設計のできる,データベースのソフトを開発した｡

･企業と当センターのコミュニケーションにより新たな技術課題の発見となった｡

4.今後の課題

県内の企業の日常の生産活動に役立ちやすく,すぐ活用できる研究は今後も必要と考える

特殊鋼の腐食特性Ⅱ

機械電子･金属材料担当　　西内　鹿志

1.日的

産業の高度化に伴い,機械部晶の使用環境は過酷化されており,ステンレス鋼が使用さ

れる機会が多くなってきている｡ステンレス鋼は他の鋼種と比べ,耐食性が良好であるが,

塩素イオン環境,熱履歴等により孔食が発生し耐食性が劣化することがある｡そこで,広

く一般的に使用されているSUS304し, SUS403, SUS329J lおよび高硬

度材である高珪素ステンレス鋼について種々の熱処理を施し腐食試験(塩水噴霧試験,分

極試験)を行った｡

2.内容

(1)各種ステンレス鋼の熱処理(鋭敏化処乳　固溶化処理,調質)による物性(硬さ)

について

(2)塩水噴霧試験による腐食挙動について

(3) 3. 5%N a Cl溶液における各種ステンレス鋼の分極特性(自然電位,アノード

分極,孔食電位)による耐食性評価について

3.結果

(1) SU S304しの熱処理による腐食の影響を調べたところ高温の固溶化熱処理を施

すことにより耐食性の向上が得られたo

(2)塩水噴霧試験結果と分極測定結果とは概ね相関性が得られた｡

(3) 3. 5%N a C l溶液中における分極挙動での耐食性順位はSUS329Jl) SUS316L)

SUS304L)高珪素ステンレス鋼) SUS403Hであったo

SUS304L

SUS304L(鋭敏

SUS304L(1 080℃s

sus31 8L(1080oCS

SUS403F

SUS403(H)

SUS329J l

高珪素ステンレス

鼻息

SUS304L

suS304L(鋭敏

SUS316L

SUS403H

SUS329Jl

100　200　308 100　500　600　　　　　高珪素ステンレス

■硬さ(HV)

各種ステンレス鋼の硬さ

-500　　　　　-300　　　　　-1 0()　　　　1 00

-400　　　　　-20(】　　　　　0　　　　　　200

孔食電位(V c10)　mV

4.今後の課題(今後の方針)

･ステンレス鋼の表面性状(表面粗度等)による腐食特性(分極挙動)の検討



高強度材料の切削に関する研究(3)

機械電子･金属材料担当　　樋口　英司

1.日的

金型材料として一般的な合金工具鋼(sKDl l&SKD8)を熱処理(焼入れ.焼戻し)を行い,高硬

度材(HRC　50以上)の切削加工における環境対応とコストを押さえた最適加工条件を求めることを目

的として,切削時の電力量による評価実験を行った｡

実験の結果,被削材の疎さと横切れ刃角,チップ材種の選定,刃先冷却の方法および加工条件の選定が加

工コストに大きく影響することがわかった0

2.内容

本研究では,制御因子に①冷却方法, ②チップ材種, ③切削速度, ①送り量, ⑤横切れ刃角, ⑥被削材硬

さ, ⑦工具メーカを選定, L 1 8直交表に割付け,実験計画法による実験を行ったo　特性値は,電力計を用

いて切削時の電力を計りアナライジングレコーダに取り込み電力波形を記録,切削時の電力波形を平均値処

理した値に切削時間を掛け切削電力量を測定｡被削材の硬さにマッチするチップ材種や設定切込み量に対

て追随性がよく電力量の少ない最適切削条件および切削電力債の実験評価手段の妥当性について調べた｡

3.結果

(1)切削加工条件の最適化で重要な基本機能に『使用電力が少なく指示寸法どおりに仕上げられること』

がある｡この点を最重点に難削材種を選定し,電力量測定方法等を過去3年間いろいろ検討を行った

ころ妥当な結果を得た｡ (使用電力をy,設定切込み量をMとすれば, y-βM (β :定数)が理想機

能である)このことから切削電力量(切削時の電力×切削時間)が加工条件設定の有効な評価手段と

て利用できることが確認できた｡

(2)加工コストを押さえた加工条件設定を行う場合,被削材の硬さに合致したチップ材種の選定が重要で

ある｡

(3) CBN系チップは水分を嫌う｡昨年度の研究結果でもふれたが,今回も確認のた

とDr yで実験の結果,やはりDr yが優れた結果となった｡

(4)最適条件で確認実験を行った結果,初期条件に比べて最適条件での電気量が約2 0%程度減少する｡

(5) NC旋盤によるチャッキング切削では,チヤツキング部分(外周および端面)の捨て加工が重要｡

(捨て加工がしていないと外周および端面の振れを拾って加工精度や機械精度に悪影響をおよぽす)

4.今後の課題(今後の方針)

たくさんのデータが収集できたので,さらにいろいろな方向から検討を加えて順次報告したい｡

キャビテーション効果を利用した水処理技術の研究(4)

機械電子･金属材料担当　　阿部　弘幸

1.日的

キャビテーション(Cavitation)とは,液体の局所的かつ急激な圧力低下による沸騰現象で,配管･

バルブ･スクリュー等の流体素子の性能を低下させるため,問題とされて来た｡本研究は,逆にキャビ

テーション効果を利用し,水処理等に応用するため,制御付プランジャー型350k g f/cm2高圧

ポンプと真方1)らが提案した拘束壁噴流樽を組み合わせた試験機を使って,高懸濁溶液等の処理につい

て,その条件と効果を検討したo

2.内容(方法)

試験機で,高懸濁溶液をキャビテーション処理

し,懸濁物質(SS) ,化学的酸素要求量(COD) ,

生物化学的酸素要求量(BOD) ,全窒素(TN) ,

全リン(TP)等を測定した｡

3.結果

処理効果についてまとめる｡

(I)高懸濁物溶液の処理については,ストレーナー

等のノズル詰まり対策が必要ではあるが, SSにして,

数万m g/ lの溶液処理は可能であった｡

(2) 5A種液紙(孔7〃m)によるSSの結果から,

懸濁物の大半は, 〃ml桁台に破砕可能であることが分かった｡

(3) COD, TN, TPについては,ほとんど変化がなかった｡

指ヰ協力:

滋賀県立大学,九州産業大学1)
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金属陶器の研究(1)

機械電子･金属材料担当　　川澄一司

1.日的

砂鉄とベントナイトを混ぜ,水系の可塑性材料とし,基本的な物性を求めた｡従来のPIM･MIM,朱

泥拓器,金粘土,フェライト焼結体,サーメット等とは異なる材料の開発を目指した｡

2ヽ2ヽ

2.内容

2-1　原料の選択

主原料の砂鉄として陶磁器用の黒浜を使用し

た｡可塑性付与材としてはワイオミング産の
ベントナイトを使用した｡

2-2　原料の分析

2-2-1　砂鉄の分析

蛍光Ⅹ線分析の結果,全鉄74%であり, TiOや

AIz03も多く含まれていた｡ Ⅹ線回折による鉱 砂鉄の組成

物分析の結果,磁鉄鉱を主成分としていた｡

粒度分析の結果, 10%Dは4.8FL, 50%Dは33.lil, 83.9FLであった0

2-2-2　ベントナイトの分析

蛍光Ⅹ線による分析の結果, 16.3%のA1203と1.8%のNaOが確認された｡ Ⅹ線回折による鉱物分析

の結果, Na型モンモリロナイトを含むことが確認された｡

2-3　原料の処理と分析

砂鉄の粉砕時間と粒度分布の相関を求めた｡

また,ベントナイトも粉砕した｡

2-4　原料の調合と可塑性の相関
ベントナイトの添加率と可塑性の相関および

砂鉄の粒度と可塑性の相関を求めた｡

2-5　可塑成形試験

湿式プレス成形試験,圧延成形試験,回転成

砂鉄の粉砕時間と粒度分布

形試験,押出し成形試験を実施したo　乾燥収縮率の測定も実施した｡

3.結果

3-1　原料の調合と可塑性の相関を求めることができた｡

3-2　試作により各種の可塑成形が可能であることが実証された0

3-3　素地中の気泡の除去,あるいはその逆の多孔質化が今後の課題となった｡

重≠≠
(租⇔仰

砂鉄の粒度と可塑性 ろくろ成形された酒盃

高性能厚膜材料の開発とその接合技術に関する研究(3)

機械電子･金属材料担当　　所　敏夫

1.日的

部品･装置等の材料は,使用される環境により耐熱性･耐摩耗性･耐食性･高硬度･靭性等の特性を

同時に持った材料が要求されている｡そこで,高硬度かつ耐摩耗性があるが脆いWC一低Coと靭性のあ

る鉄系母材との粉末焼結接合により両材質の長所を兼ね備えた厚膜材料を開発することが目的である0

2.内容

(1)鉄系母材/中間層(WC一高Co)接合技術の検討

昨年度までに中間層問にCo層を挿入することによりSUS/中間層/WC-2%Co材を接合でき, ¢20
-長さ20mmの接合材を作製したo　しかし,その後の加工等で亀裂が生じるケースが多く安定して製品

形状を作製するのが困難であったため,厚膜部の組成等を再検討した｡

また昨年度,母材にSKDllを用いると接合強度が低かったため,その改善についても検討したo

(2)大型化(¢20-長さ20-¢30-長さ45mm)接合技術の検討

直径の拡大化および母材同士の接合による長尺化のため,最適接合条件の検討および母材間の接合強

度を検討した｡

3.結果

(1)鉄系母材/中間層(WC一高Co)接合技術の検討(図1)

①　亀裂の低減のためには熱応力が少ないWC一高Co(WC-10%Co程度)が望まれるが,硬度が低下するQ

そのため,微粉wC粉末を用い組織微細化よる硬度向上を検討した｡その結果,粒径が0,4〃　mの
wcを用いることにより,従来のWC-2%Co(WC:5Jl m)材と同等の硬度が得られた｡ (HV1700)また,

その後の加工において亀裂等は生じなかった｡

②　sKDllと中間層との間にCoを挿入することにより,接合強度が向上した(SUS/中間層並)｡

(2)大型化(d'20-長さ20-¢30-長さ45mm) Co接合技術の検討(図2)

温度傾斜黒鉛型を用いることにより, ¢30mmへのストルア.y70が可能であったo長尺化は母材間同士の

接合により可能となり,接合強度は少なくとも450MPa以上の強度となった

(3)地元企業の協力のもと, WC-10%Co(高硬度)厚膜材のプリント基盤打ち抜き用ポンチ-の模擬試

験を推進中である｡
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図1　組織微細化による高硬度化
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図2　母材間の接合強度
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種別 佇糴?｢�内容 ��ｨ�韃����ﾈ蹴�

研究発表会. 免ﾂ�#��1.平成11年度研究成果発表会 亢�､)6H��霎����

･キヤヒ～テ-シ∃ン効果を利用した水処理技術の研究(3) 

主任主査阿部弘幸 
･自動遠隔制御技術の開発に関する研究 

主査樫井淳 
･高性能厚摸材料の開発とその接合技術に関する研究 

主任技師所敏夫 
･特殊鋼の腐食特性に関する研究 

成果普及講習会 宙懌��主任専門員西内贋志 俤驅�%99b�

･切削加工支援システムの開発研究 鉄ykﾂ�

技師大西宏明 
･高強度材料の切削に関する研究 

専門員樋口英司 

2.地域活性化連携促進事業-成果普及講習会- 

｢腐食損傷とステンレス｣ 

大同特殊鋼㈱技術開発研究所特殊鋼研究部 

主席研究員飯久保知人 

研究発表会 免ﾂ�3��平成11年度研究成果発表会 ���佐騁ﾈｴ�ｬ(ｺｲ�

･フローリングプランターによるNP除去に関する研究 

主査谷村泰宏 
･リン除去に関する研究(2) 

主査山下重和 
･農業用濁水の浄化資材の開発研究 

専門員吉田克己 
･生物活性を用いた高分子材料の開発(2) 

技師脇坂博之 

(木) 唳G�ｯﾈ5ｨ8ｨ5h98/�y駅�+X+ﾙ�iZｨ���ｸﾝ驅�,ﾈ､ｩJﾒ�材料担当 

主任技師三宅肇 �#ykﾂ�

･/ifリオレフィン材料の環境劣化とモルフォロシL'-に関する研究(2) 

主任主査宮川栄一 
･地域産業におけるデザイン創作研究 

主任技師小谷麻理 
･Newシボの開発に関する研究 

主査山下重和 

主任技師小谷麻理 

工業技術総合セ �2�#2�･色で劣化を知らせるポリエチレン新素材の開発 儘鮎hｵｨ���ﾘﾘx5｢�

ンタ-.東北部 剋蜚C主査宮川栄一 

工業技術センタ 勍廃棄タンパク(セリシン)の回収技術とその用途事例 �984��ｲ�

一合同研究成果 宙ｾ�辻�主任技師三宅1肇 田冖ﾂ�

発表会 勍キャビテーションを利用した水処理技術 

主任主査阿部弘幸 

6.4　機器利用講習会
種別 佇粐�?｢�内容 ��ｨ�韃����ﾈ蹴�

6/22 侏H��ｭI|ﾘﾋ�Oxｻ�,ﾈﾋIyﾘ,i��ﾞﾉ_ｹd��機械電子.金属 材料担当 4名 

機器利用講習会 忠mｒ�機械電子.金属材料担当主任主査阿部弘幸 

9/22 (金) �6H��ﾋ�Oxｻ�,ﾈﾋIyﾘ,i��ﾞﾈxｨ6x7h5(98益D8ﾘ)m姥��2�高島支所 7名 

10/25 俟H+8韋ﾋ�ｴ���ｴ�ｮﾘ,ﾈ･Iwh,h������機械電子.金属 材料担当 11名 

(求) �ｨ4�4ｨ5i�ﾉ?ｩgｸ�8ｼh��Xﾞ8�8ｼh�ﾄｸﾋIdiu��

12/7 冕y7杏b�繊維.有機環境 材料担当 3名 

㈱島津製作所試験計測事業部技術部内池光正 

熱量計 �:��

(木) �ｩ8y,9�ｸﾞﾈ�韋ﾋ�ﾇi�ｨ馼ｼiYHｵｨ��YI�ObﾙuB�3名 

-イズメ-タ �:��

繊維.有機環境材料担当技師脇坂博之 �9kﾂ�

フイルム作製装置 �:��

繊維.有機環境材料担当主任主査宮川栄- �9kﾂ�

3/15 ��ﾘｴ�Eﾈuﾙ�ﾈ���ﾉ�Y'R�機械電子.金属 材料担当 10名 

(木) 凉ﾘｧy6Hｴ�xｩ�Xﾞ9Zｩ�ﾘ5ｨ985��ｸｽ��Iu8譴�

6. 5　実習生および研究生の受入

6. 5. 1　学外実習生

氏名 ��Xｧykﾂ�実習内容 弍ｨｭB�

十二里将之 几I$ｩ�Xｧyyﾘﾔ逢yYB�Z壱�ｸｧx怩�原子間力顕微鏡による工業材料の評価 買�"繧�#�ﾓ偵��

宮川敏 几I$ｩ�Xｧyyﾘﾔ逢yYB�ｴ�､(5h5�6X8�ﾔ逢x怩�機械加工品の三次元測定による形状評価 買�"繧�#�ﾒﾓ偵��

南英伸 几I$ｩ�Xｧyyﾘﾔ逢yYB�Z壱�ｸｧx怩�高分子材料の作製と機器分析による材料評価 �?｣�"繧ﾃ#�ﾓ偵��

6. 5. 2　-般研究生

氏名 舒仂ikﾂ�研究テーマ 僣ｨｭB�

宮嶋誠一郎 佩�7�8H5x7ﾒ�オーステナイト系ステンレス榊の鍛造,熱処 理によるiJl織および耐食性LL.〔川父]係 ��rﾙ?ｩ?�蔗窿ｲ��ﾒﾔゅ3��



7.産学官連携技術交流研究会

7. 1　技術交流研究会

研究会 佇糴?｢�内容 ��ｨ�韃����ﾈ蹴�

金属材料研究会 鉄鋼.非鉄金属材料, 焼結材料等の機械材料 ����#R�第10回金属材料研究会 亢�､)6H��霎��鞏��(水) 唸ﾊHｸh��櫁�y))58,ﾉ���mY�ｸ,�,(*(,H���料担当 

機械電子.金属材料担当主任専門員西内贋志 ��ikﾂ�

3/1 ��c����ｾ��鞏驅�Hｸh橙�機械電子.金属材 を有効に活用する際の 勍ステンレス鋼の特性と選び方について 

基礎知織,応用事例, 忠mｒ�大同特殊鋼㈱技術開発研究所特殊鋼研究部 几�%99b�

情報交換を行っていま 剋蜷ﾈ研究員飯久保知人 ���kﾂ�

す○ 勍情報交換 

高分子材料研究会 高分子材料を利用する 上で,ユーザーが必要 な基礎知R,加工技取 ����#r�第9回高分子材料研究会 亢�､)6H��霎��鞏��

･機能性塗料の動向と塗料のJⅠS改訂に伴うユーザーの対応 

～ユーザーのための塗料.塗装技術第2弾～ 

(金) 茶�亢�Eﾉ�ｹ6閲�6��X,ﾈ顥}�,iw�7(/���樞�料担当 

(2)JⅠS改訂に伴うユーザーの注意点と対応事項 �#9kﾂ�

(3)塗装のクレーム事例 

(財)日本塗料検査協会小早川務 

3/16 ��c����ﾘ)Zｨ��ﾝ驅�Hｸh橙�機械電子.金属材 

クレーム対策,測定技 勍高分子材料のトラブル対策(I) 

柿,応用事例等の紹介 凵`ゴム.プラスチックのトラブル対策案例解説～ 

･討論を行っていま 宙ｾ���(1)事故の原因調査手順 几�%99b�

す○ �(2)解析.評価技術 �#9kﾂ�

(3)各種トラブル対策事例 

(財)化学物質評価研究機構大武義人 

高分子材料研究会 途��第3回環境材料研究会 �?ｩgｹ6Hｴ8���xｨ���

･日本電気硝子㈱の環境管理活動について 

(1)会社概要説明 

CRT事業部事務部長間田日出司 

環境材料分科会 環境-の負荷低減活動 宙懌��(2)環境管理活動 �ｨﾘ(ﾈ韜hｼh�｢�

CRT事業部環境動力部長谷村義忠 ��ykﾂ�

(3)工場見学 

に積極的に取り組んで 僂RT事業部環境動力部長谷村義忠 

いる先進企業の実績お よび体験談の紹介を行 っていますo 僂RT事業部環境動力部木田忠良 

3/6 ��cH��ｬ(ｺｸﾝ驅�Hｸh橙�松下電工㈱米原工 lヨ ･松下電工㈱の環境保全活動事例について 

(火) 茶�兔HﾋHﾔ��ｨ･Iwi��k��堤 30名 

米原工場長山脇征吾 

(2)全社環境保全の考え方と活動事例 ��

環境保全事務局木村光男 

(3)省エネルギー活動の考え方説明 

米原工場施設動力職長中尾勝之 

(4)省エネルギー事例紹介 

米原工場施設動力職長小杉和義 

情報通信研究会 インターネットの利 途����第9回情報通信研究会 亢�､)6H��霎��鞏��{�%99b���kﾂ�

･電子決済について 

龍谷大学文学部.社会学部講師杉山善明 

(火) 啜ﾆ也U�5H�ｸ6�,ﾉzx+��8+��

機械電子.金属材料担当き査横井淳 
･情報交換 

10/26 ��c�����饑�,ｩ�ﾘﾊHｸh橙�機械電子一金属材 

用.イントラネットの 勍インターネットの企業化戦略 

構築,画像処理技術,C �(1)インターネットの動向と@niftyの企業活用 

AE解析技術などコンビ 忠mｒ�(2)VPO(VirtualPrivateOffice)サービスの紹介 几�%99b�

ユータに関する技術紹 凵`情報共有と協働環境をアウトソーシングで実現する～ �#�kﾂ�

介と情報交換を行って 剳x士通㈱ネットワークサービス本部事業推進統括部 

いますD 剪S当部長片岡弘 

3/13 ��c�����饑�,ｩ�ﾘﾊHｸh橙�機械電子.金属材 料担当 11名 ･インターネット上の情報検索技術について 

(火) ���48985��ｸ6ﾈ6(6x�8,ﾈ�饑�ﾉ�Sｨ5H�ｸ6�4x985x98,ﾈ覈�x-ﾘ���

龍谷大学文学部.社会学部講師杉山善明 

加工技術研究会 生産現場や生産技術部 �������第9回加工技術研究会 亢�､)6H��霎��鞏��

･"節"切削工具ドリル.エンドミル等について 

(木) �?ｩzx68�ｸ8ｸxｨｵｨ��YH4�8ｸ�ｸ7i+xﾙY69���ﾂ�料担当 

･情報交換 ��Ykﾂ�

･今後の加工技術研究会活動について 

ll/10 ��c������ﾔ扱ｨ��ﾊHｸh橙�滋賀県立大学工学 

･マシニングセンタの機能 

滋賀県立大学工学部教授中川平三郎 

門の加工技術的諸問題 剴ｯ書郡市廉垣俊樹 

を中心に,企業におけ 勍マシニングセンタによる検索.研磨 

る生産性の改善,品質 剔蜊纃H業大学工学部教授喜田善宏 

向上およびコスト削減 宙ｾ���ーマシニングセンタによるホ一二ング加工 兀H檍ｶ8�*�.h-����

を目的に行っていま 剋｠賀県立大学工学部教授中川平三郎 做ｸﾔ��｢�

す○ 勍マシニングセンタによる部分焼き入れ �#ykﾂ�

滋賀県立大学工学部大学院生速水雅人 
･マシニングセンターによる形状測定 

滋賀県立大学工学部講師廉垣俊樹 
･実演 

滋賀県立大学工学部主査大塚英夫,中屋次男,安田昭 
･情報交換 



3′′7 (水) ��c������ﾔ扱ｨ��ﾊHｸh橙�械械電子.金属材 

･金型加工機の現状とiT(情報技術)について 

滋賀県立大学工学部教授中川平三郎 几�%99b�

三菱重工㈱技術部主席チーム統括横山信悟 悼kﾂ�

･情報交換 

繊維資材研究会 ジオテキスタイルや �2��第9回繊維資材研究会 俘)8x辷��･繊維資材の新しい展開 

京都工芸繊維大学教授前川善一郎 
･討論会 

水質浄化用織物等の繊 忠mｒ�(1)地域(企業)保有技術の活用 ��Ikﾂ�

維環境関連資材の講演 �(2)新規機能性の付加(用途,製織,加工,染色) 

会や情報交換を行って �(3)対外競争力 

いますD �(4)次世代織維資材のヒント 

地域産業 デザイン研究会 �2�3��第4回デザイン研究会 俘)8x辷��

現在生産している製 冲rデザイン性の高い製品?｣～新たな製品の開発に向けて～ 

晶の課題や問題点を検 剏ｻ在生産している製品の課題や問題点を検討しながら｢デ 

討しながら｢デザイ 宙ｾ���ザイン｣を活用するためのヒントやノウハウについて勉強 悼kﾂ�����

ン｣を活用するための 剞ｬ安造形大学教授本郷重広 

ヒントやノウ-ウを勉 強します○ 剴ｯ教授藤本哲夫 

計測システム研究会 金属材料の破面解 澱��R�第9回計測システム研究会 俾�棹ﾊyzy�Xｧx蝌ｧr�ﾏ�zﾈﾊHｸh5ｨ985��ｲ�蝌ｧxﾏ�zﾈ���ikﾂ�

･機械部品.構造物の事故解析について 

滋賀県立大学産学交流研究センター長教授三好良夫 

(木) 茶��(uﾙ�ﾈ�9z�驂ﾙ�ｩ.嬰�,�.h.丿X顗ｴ�､)YIV定ﾕﾉ�)Z�,ﾂ�

残留応力の測定について｣ 

(2)｢走査電子顕微鏡(SEM)によるフラクトグラフイ- 

(破面解析技術)について 

9/28 ��h璽���ﾇi�ｨ5h5�6X8�ﾊHｸh橙�滋賀県立大学産学 

･機械部晶.構造物の事故解析について(その2) 

～走査電子顕微鏡(SEM)による破面解析について～ 

(1)走査型電子顕微鏡による破面観察及び画像処理につい 佰�zﾈﾊHｸh5ｨ985��ｲ�

(木) �,B�産学交流室 

柿,残留応力測定など �(2)試料の観察実習 ��9kﾂ�

の原理や実際例をはじ 剋｠賀県立大学産学交流研究センター長教授三好良夫 

軌観察.測定実習を 行っています○ 剴ｯ助手田連裕貴 

12/14 ��c����ﾇi�ｨ5h5�6X8�ﾊHｸh橙�滋賀県立大学産学 ･機械部晶.構造物の事故解析について(その3) 佰�zﾈﾊHｸh5ｨ985��ｲ�

(木) 坪uﾙ�ﾈ�9z�驂ﾙ�ｩ.�,ﾈ���ｩ~�,�,(*(,H���産学交流室 

滋賀県立大学産学交流研究センター長教授三好良夫 ��)kﾂ�

技術研究会 佇糴?｢�内容 ��ｨ�韃����ﾈ蹴�

リサイル実証化研究会 企業から排出される 途�#R�第2回リサイクル実証化研究会 ���佐騁ﾈｴ�ｬ(ｺｸﾝ��

･平成11年度｢有機系廃棄物の再資源化研究｣ 

北陸先端科学技術大学院大学助教授新田晃平 

同助手中谷久之 

(火) 唸ﾊHｸi�ﾈ惠,舒�,8*ﾘ��ﾋ�ﾈｸ惓_�ﾙ��料担当 

繊維.有機環境材料担当主任主査宮川栄一 悼kﾂ�
･平成12年度｢有機系廃棄物の再資源化研究｣ 

北陸先端科学技術大学院大学助教授新田晃平 

廃棄物の削減および麻 薬物資派としての有効 利用を図るため,廃プ 剴ｯ助手中谷久之 

12/19 ��c8��8ｨ5H484�8ｸ����ｸﾊHｸh橙�繊維.有機環境材 

ラスチックの再資源リ. 勍平成12年度｢有機系廃棄物の再資源化研究｣ 

サイクル化を目指して 剿k陸先端科学技術大学院大学助教授新田晃平 

取り組んでいますo 剴ｯ助手中谷久之 

･ⅠSO14001-の取り組み 几�%99b�

(火) ��i�h嶌ｧxﾔ鮎hxｩV俯�ｸ�壱ｩtﾉm慰h�"�9名 

･相溶化手法を用いた低コスト簡便なブラスチッ舛サイクル方法 

㈱関西新技術研究所神原肇 
･廃棄PET,ホDt)*レフインを利用した新規.低コスト高性能成形材料 

㈱関西新技術研究所曽祥生 



8.調査
8. 1　彦根バルブ動向調査

8企業2回/年実施

8. 2　中小企業設備近代化資金診断調査
1企業実施

8. 3　設備機械貸与に係る調査
6企業実施

8. 4　地域産業の工業技術ニーズに関する調査
技術ニーズ調査に伴う企業訪問　　2 4社

9.情報提侯

9. 1　出版物

9. 1. 1　技術情報誌｢テクノ･ニュース｣

事業案内,研究成果概要および技術情報の提供のため｢テクノ･ニュース｣として発行し,県内企業と関連団体に

配布したo

｢テクノ･ニュース　No. 10-No. 12｣ :発行部数　各1, 400部

9. 1. 2　業務報告書

平成1 1年度の業務の内容および研究の成果等について｢平成1 1年度業務報告書｣を発行し,県内の行政機関や

全国の公設試験研究機関に配布した｡

｢平成11年度業務報告書｣ :発行部数　350部

9. 1. 2　研究報告書

平成1 1年度の研究成果をまとめて｢平成1 1年度研究報告書｣を発行し,県内の行政機関や全国の公設試験研究

機関に配布した｡

研究成果の技術移転や普及を促進するため,研究成果の要約を掲載した｢平成1 1年度研究概要書｣を作成し,請

習会,技術交流会を通して県内企業に配布した｡

｢平成1 1年度研究報告書｣　　発行部数　600部

｢平成11年度研究概要書｣ :発行部数　600部

9. 2　インターネット

インターネットのホームページにより,業務案内,研究概要,講習会等各種行事案内などの情報を提供したo

9･ 3　新聞等-の掲載と報道

9. 3. 1　新聞掲載

1･ ｢BIYO水質浄化実験｣　毎日新聞

2･ ｢BIYO水質浄化実験｣　朝日新聞

3･ ｢BIYO水質浄化実験｣　日本経済新聞

4･ ｢BIYO水質浄化実験｣　京都新聞

5･ ｢BIYO水質浄化実験｣　中日新聞

6. ｢劣化検知材料｣

7. ｢劣化検知材料｣

8. ｢セリシン回収｣

9. ｢セリシン回収｣

10. ｢セリシン回収｣

ll. ｢セリシン回収｣

産経新聞(夕刊)

中日新聞

滋賀夕刊

日経産業新聞

京都新聞

中日新聞

9. 3. 2　テレビ報道

1.機械電子･金属材料担当研究発表会　BBC

2.工業技術総合センター研究発表会　　NHK

3. ｢劣化検知材料｣　　　　　　　　　NHK

10.特許出願状況

発明の名称:植生用カバー及び植生マット及び植生方法

発　明　者:浦島　開,他3名(職員外)

出　鼻　人:滋賀県および(育)西村織布工場の共同

出　願　日:平成11年3月19日

発明の名称:浮き植生床

発　明　者:谷村泰象　吉田克巳,山下重和,浦島　開

出　願　人:滋賀県

出　願　日

発明の名称

発　明　者

出　願　人

出　願　日

発明の名称

平成12年7月14日

水質浄化装置及び水質浄化方法

山下重和,他5名(職員外)

滋賀県および他3名の共同

平成12年12月27日

複合樹脂及びその製造方法

発　明　者:三宅　肇

出　願　人

出　願　日

発明の名称

発　明　者

出　願　人

出　願　日

滋賀県

平成13年1月4日

樹脂劣化検知材料

宮川栄一

滋賀県

平成13年2月27日

-　49　-

2000. 5. 3

2000. 5. 3

2000. 5. 6

2000. 5. 9

2000. 6. 8

2001. 1.19

2001. 2. 1

2001. 3.13

2001. 3.14

2001. 3.28

2001, 3.28

2000. ll. 29

2000. ll. 30

2001. 3.22



発明の名称

発　明　者

出　願　人

出　願　日

発明の名称

発　明　者

出　願　人

出　願　日

セリシン及びその抽出方法

三宅　肇,脇坂博之,カシロ産業㈱

滋賀県およびカシロ産業㈱の共同

平成13年3月9日

セリシンの分離方法

三宅　肇,脇坂博之,カシロ産業㈱

滋賀県およびカシロ産業㈱の共同

平成1 3年3月9日

ll.学会･研究会への発表

1 1. 1　学会誌への投稿

発表テーマ: Tensile PropertleS Of Wet Cellulose

投　稿　者: HAJIME MIYAKE and MASANOBU NAGURA

発表誌名: Polymer Journal

発表テーマ: Molecular Weight Dependence of Physical Properties in Poly (vinyl alcohol) Fibers

投　稿　者: HAJ川E MIYAKE and MASANOBU NAGURA

発表誌名: Polymer Journal

発表テーマ: Molecular Weight Dependence of TeT)Site Properties of Ramie and Linen

投　稿　者: f仏JIME MIYAKE and MASANOBU NAGURA

発表誌名: Textile Reseach Journal

発表テ-マ: influence of Molecular Aggregation State on Thermal and Optical DegradatlOn for

Polymer Film. 2. Stress-Strain Curve for Low Density Polyethylene Films.

投　稿　者: Akira Tanaka, Tokuo Nakai, Eiichi Miyagawa, Koh-hei Nitta, and HISayuki Nakatani

発表誌名: Reports on Progress in Polymer PhysICS in Japan

ー1 1. 2　学会等発表

発表テーマ:ステンレス鋼における旋削加工条件の最適化

発表研究会:第8回品質工学研究会発表大会

場　　　所: J Aホール

日　　　時: 2000.6.8-6.9

発　表　者;樋口英司

発表テーマ:ポリオレフィン材料の光劣化における鉄系添加物の劣化促進機能に関する研究

発表学会:マテリアルライフ学会

場　　　所:芝浦工業大学

日　　　時:2000.6.5

発　表　者:宮川栄一

発表テーマ. Molecular MotlOn and Morphology of PhotoIDegraded Low Density Polyethylene lTilms.

発表学会二Macro 2000 at Warzawa

場　　　所:ワルシャワ

日　　　時:2000.7

発　表　者: Akira Tanaka,Tokuo Nakai,Hiromitsu Uno,Taichiro Namizaki,MltSunObu Kltamura,

EilChl MlyagaWa and Koh-Hei Nltta

発表テーマ:紫外線劣化した低密度ポリエチレンフィルムのモルフォロジー変化と変形機構ならびに

分子運動性の変化

発表学会:第49回高分子討論会

場　　　所:東北大学

日　　　時: 2000.9.27

発　表　者:田中暗,波崎太一郎,来田村賓信,宮川栄-

12.職員の研修

浄12. 1中小企業大学校への派遣

研修コス 弍ｨｭB�派遣者名 

公設試験研究機関トップセミナー3日間コース 買�"���貳ﾂﾔ��"���ﾃ�2�大音異 

中小企業技術指導員研修10日間コース 買�"縒�#Bﾔ��"繧紕�西内廉志 

｢研究開発リーダー研修｣ 

中小企業施策担当者研修課程1週間コース 買�"絣繧ﾔ��"絣��"�宮川栄一 

｢これからの技術開発と開発環境｣ 

中小企業技術指導員研修課程1ケ月コース 買�"綯��綴��"縒��B�三宅肇 

｢先端技術(新材料)｣ 

12. 2　大学派遣研修

研修コス 弍ｨｭB�派遣音名 

商工労働部大学派遣研修 買�"紕ﾃ�ﾔ��2�2�3��所敏夫 

研修先:滋賀県立大学工学部材料科学科(指導教官こ菊池潮美教授) 

研修テーマ:｢材料の組織制御および傾斜機能材料｣ 



平成1 2年度　業務報告書

発　行　日:平成13年(2001年)6月

編集兼発行:滋賀県東北部工業技術センター

■繊維･有機環境材料担当

〒526-0024　長浜市三ツ矢元町27-39

TEL O749162-1492. FAX 0749-6211450

■機械電子･金属材料担当

〒522-0037　彦根市岡町52

TEL 0749-22-2325, FAX 0749-26-1779

}能登川支所

〒52卜1213　神崎郡能登川町神郷1076-1

TEL 0748-42-0017, FAX 0748-42-6983

■高島支所

〒520-1522　高島郡新旭町新庄487-I

TEL 0740-25-2143, FAX 0740-25-3799


